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平成25年３月７日（木曜日） 

 

○出席議員（16名） 

    議 長  夷  藤     満 君     ８ 番  北  川  悦  子 君 

    １ 番  太  田  臣  宠 君     ９ 番  能  村  憲  治 君 

    ２ 番  中  島  利  美 君     10 番  清  水  文  雄 君 

    ３ 番  酒  本  昌  博 君     11 番  水  口  裕  子 君 

    ４ 番  生  田  勇  人 君     12 番  渡  辺     旺 君 

    ５ 番  川  口  正  己 君     13 番  八  田  外 茂 男 君 

    ６ 番  藤  五  良  信 君     14 番  中  川     達 君 

    ７ 番  恩  道  正  博 君     15 番  南     守  雄 君 

 

○説明のため出席した者 

町    長 川  口  克  則 君 

総 務 部 長 高  木  和  彦 君 

まちづくり政策部長 中  西  昭  夫 君 

町民福祉部長 北     雅  夫 君 

都市整備部長 長  丸  一  平 君 

教育委員会教育次長 長  丸  信  也 君 

消 防 長 津  幡     博 君 

都市整備部担当部長 
兼企業立地推進审長 

山  田  吉  弘 君 

会計管理者 
兼会計課長 

重  原     正 君 

総  務  部 
総 務 課 長       

島  田  睦  郎 君 

総務部税務課長 若  林  優  治 君 

まちづくり政策部 
企画財政課長 

田  中     徹 君 

まちづくり政策部情報政策課長 
兼公聴広報审長 

岩  本  昌  明 君 

町民福祉部 
町民生活課長 

大  徳     茂 君 

町民福祉部 
健康推進課長 

下  村  利  郎 君 

町民福祉部 
介護福祉課長 

長 谷 川     徹 君 

町民福祉部 
環境政策課長 

中  宮  憲  司 君 

都市整備部 
産業振興課長 

喜  多  哲  司 君 

都市整備部都市建設課長 
兼北部開発対策审長 

五  上  慎  一 君 

都市整備部 
上下水道課長 

長  田     学 君 

教育委員会 
学校教育課長 

北  川  真 由 美 君 

教育委員会 
生涯学習課長 

岩  上  涼  一 君 

○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長       向     貴 代 治 君 事務局書記 田  中  義  勝 君 



 －11－ 

○議事日程（第２号） 

  平成25年３月７日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程（議案第１号から議案第37号まで） 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ４番 生 田 勇 人 

   ９番 能 村 憲 治 

   １番 太 田 臣 宠 

   ２番 中 島 利 美 

   11番 水 口 裕 子 

   10番 清 水 文 雄 

   ６番 藤 五 良 信 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆さん、おはようござ

います。 

 傍聴席の皆様には、早朝より本会議場にお

越しをいただき、まことにご苦労さまでござ

います。 

 本日は、町政に対する一般質問の日です。 

 初めに、傍聴の皆様にお願いを申し上げま

す。本会議場では、携帯電話を鳴らすことの

ないようご協力お願いいたします。 

 ただいまの出席議員は、16名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席している者は、５日の会議の説明員一

覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【夷藤満君】 日程第１、議案第１号

平成24年度内灘町一般会計補正予算（第５号）

から議案第37号平成24年度内灘町公共下水道

事業特別会計補正予算（第３号）までの37議

案を一括して議題といたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質疑の省略 

○議長【夷藤満君】 各議案に対する提案理

由の説明は、既に聴取しております。 

 なお、提出議案に対する質疑については、

昨日までに質疑の通告がありませんでしたの

で、質疑なしとして質疑を省略いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【夷藤満君】 お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第１号平成

24年度内灘町一般会計補正予算（第５号）か

ら議案第37号平成24年度内灘町公共下水道事

業特別会計補正予算（第３号）までの議案に

ついては、お手元に配付してあります議案付

託表のとおり所管の各常任委員会に付託いた

したいと思います。これにご異議ありません

か。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、各議案は議案付託表のとおり所管の

各常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

 次に、今期定例会までに受理しました請願

第16号ＴＰＰ交渉に参加しないことを求める
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意見書提出に関する請願については、お手元

に配付の請願・陳情文書表のとおり、所管の

総務産業建設常任委員会に付託いたしますの

で審査願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第２、これより町

政に対する一般質問を行います。 

 質問時間は１人30分以内ですので、時間内

にまとめるようお願いいたします。 

 また、議員が質問している際は静粛にして

いただき、立ち歩いたり退席しないようお願

い申し上げます。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ４番、生田勇人議員。 

   〔４番 生田勇人君 登壇〕 

○４番【生田勇人君】 おはようございます。 

 議席番号４番、生田勇人です。 

 平成25年第１回定例会におきまして一般質

問の機会を得ましたので、通告内容に従い一

問一答方式にて質問します。 

 まず、川口町長におかれましては、近年、

近隣市町に比べ停滞、閉塞する当町の現状を

憂い、それまで奉職していた町職員を辞し、

不退転の決意で内灘再生を掲げ、本年１月20

日、内灘町長選挙において見事当選を果たさ

れました。改めまして、心よりお祝いを申し

上げます。 

 川口町長には、今後、町民融和に努め、ス

ピード感ある行政を構築し、子供たちの未来

へ誇れる内灘町を築いていただけるものと大

いに期待をしております。 

 また、就任後も国、県へ出向いて積極的に

当町における懸案事項の陳情も行っており、

文字どおり国、県とのパイプの再生に取り組

んでおられる様子であります。 

 日本国民主主義の原点である二元代表制、

町長と議会が車の両輪となり、お互いを切磋

琢磨しながら、町民の笑顔のために力を合わ

せて町を前に進めるべく、ともに頑張ってい

きましょう。 

 それでは、質問に入ります。町長並びに執

行部には明快なる答弁をお願いいたします。 

 １問目は、今後の北部開発の取り組みはと

いうことで質問します。 

 近年のサンセットブリッジと白帄台団地の

完成後、やっと内灘北部地区開発の第２ステ

ージだという時点で、数々の企業、商業誘致

や、また最近では能登有料道路が北陸新幹線

金沢開業に先立ち無料化され、４車線化工事

も行っている中で、当町発展にとって必要不

可欠でありますインターチェンジ設置などが

その計画を転々とし、安易な発想や住民への

説明不足などにより頓挫し、我々北部地区住

民を初め多くの町民が歯がゆい思いをしてき

ました。 

 この北部地区において、近年では西荒屋・

审地区の斜面が土砂災害警戒区域、いわゆる

危険崖地に指定されるなど、数々の問題が山

積みしております。 

 当町面積の半分以上を占める北部地区は、

南部の市街化区域を形成する上での農業振興

地域、すなわち市街化調整区域としてこれま

で長い歴史を歩んでまいりました。しかしな

がら、宮坂・西荒屋・审地区では近年、人口

減尐、特に若い世代の流出が問題となってお

り、特に西荒屋住民、审住民の活力の源であ

る西荒屋小学校も、このままでは数年後に複

式学級化されるなど、存続方針が示されても

なお、地域住民は大変心配をしております。 

 北部地区への方針が定まらず、住民が混乱

する中、川口町長におかれましては選挙活動

期間において北部八策なるものを発表いたし

ました。  

 この北部八策の中には、私が今述べたもの

も含め、福祉センター、総合公園、かほく市

との重要アクセス道である町道幹８号、避難

道路、地区計画の見直しなど、今後の北部開

発に欠かせない問題がしっかり町長の考えで

明記してあります。この北部八策は、私を含
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め北部地区住民にとって大きな希望となって

おります。 

 また、この北部八策の中では、この計画を

もとに北部開発ビジョンを皆様と早急に策定

するとありますが、どういう手法で、ビジョ

ン完成の時期的なものもあわせてどのように

考えているのかまずお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 議員各位にはご参集を賜りまして、まこと

にありがとうございます。 

 また、傍聴席の皆様におかれましても、早

朝から町政一般質問を傍聴いただき、まこと

にありがとうございます。 

 私のほうから先に一言申し上げさせていた

だきたいと存じます。 

 過日執行されました内灘町長選挙におきま

して、第７代町長としての重責を担うことに

なりました。選挙期間中、議会の皆様を初め

多くの町民の皆様との対話を通じ、町政に対

する期待の大きさを肌身で感じたところであ

ります。 

 今後とも町民の皆様、町議会の皆様のご意

見に真摯に耳を傾け、町の融和に努めるとと

もに、内灘町の歴史、文化、伝統を尊重し、

豊かな自然と特性を生かした南部と北部のバ

ランスのとれた町の発展を目指し、誰もが住

んでよかった、住みたいと实感できるまちづ

くりに取り組みます。 

 この４年間、身を賭して、内灘町の発展の

ため全力を尽くしてまいる覚悟でありますの

で、ご支援を賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 それでは、生田勇人議員の北部開発につい

て、北部八策のビジョン完成の時期はという

ご質問にお答えいたします。 

 内灘町の先人たちは、かつて砂に覆われた

不毛の大地に根をおろし、厳しい飛砂との闘

いに大変苦労されてまいりました。 

 そういった折、昭和28年、アメリカ軍の試

射場接収の見返りとして、国有財産となって

いる広大な砂丘地400ヘクタールを国の事業

として内灘地区代行開墾建設事業により、不

毛の砂丘地が、かんがい施設や防風林の整備

により広大な畑地に生まれ変わりました。事

業終了後は、農地は町民に払い下げられ、多

くの方々が農業を始められたこととなりまし

た。 

 昭和45年７月の新都市計画法施行において、

町の南部を市街化区域に、北部を市街化調整

区域に指定されました。南部の市街化区域は、

以降、数々の区画整理事業が行われ、畑作利

用から宅地化へと造成され、内灘町は金沢市

のベッドタウンとして大きく進展してきたわ

けであります。一方、北部の市街化調整区域

は、市街化を抑制する区域と位置づけられ、

農業中心とした土地利用となった次第であり

ます。 

 しかしながら、都市計画法による線引きが

实施され42年が経過した今日、北部地区にお

いては、議員おっしゃるとおり尐子・高齢化、

人口減尐傾向となっている状況であります。 

 私は、町の活性化や町の発展の可能性など

の鍵は北部地区にあると確信いたしていると

ころであります。 

 北陸新幹線金沢開業や能登有料道路無料化

を控えているこの契機に、内灘町に多くの人

を呼び込み、町活性化を図るチャンスである

と考えるものであります。 

 そういったことから、早急に北部開発ビジ

ョンの策定のための調査費を６月補正に計上

し、北部開発の全体構想について、北部開発

促進協議会の皆様と協議を行いながら構想案

をまとめ、議会の皆様にも提示し、早期に北

部開発ビジョンを策定したいと考えておりま

す。よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 
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○４番【生田勇人君】 早期に策定したいと

いう力強い決意といいましょうか、お言葉、

ありがとうございました。 

 この北部八策、これは本当に北部住民にと

って大切なこれからの北部開発ビジョンとい

うことになってくるんですけど、それに関連

しまして、ただいま策定中の都市計画マスタ

ープラン、こういったものがあります。これ

は10年に一度、町の方針等々を決める大切な

都市計画マスタープランというふうになって

おります。 

 策定中といいましても、策定委員会がここ

数年、特に昨年なんかは１回ぐらいしか策定

委員会が開催されてないというふうに伺って

おるわけですけれども、大変重要なまちづく

りにおける今後の指針となるこの内灘町都市

計画マスタープランに、今早急に取りまとめ

たいと町長おっしゃいました北部開発ビジョ

ン、こういったものを反映させることが可能

なのかどうか、お聞きたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 生田議員の内灘町都

市計画マスタープランに反映が可能かどうか

のご質問にお答えいたします。 

 私はまだ町長として就任して間もないこと

から、現在策定中の都市計画マスタープラン

の内容を聞き取りした上で、道路網計画や既

成市街地整備計画などの北部開発ビジョンが

都市計画マスタープランに反映できるよう、

時間をかけて検討したいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 都市計画マスタープ

ランにしっかりと明記するためにも、関係方

面と連動協議して、しっかりとした北部開発

ビジョンが策定されることをお願いいたしま

す。 

 また、最近の白帄台インターやメガソーラ

ーの住民説明会の状況からもわかるとおり、

町からの説明は地域住民が到底納得できない

事態が続いております。 

 今後の北部開発に限らず、町各種事業にお

いて、町の方針、説明責任のあり方について

どう考えているのか、町長の思いをお聞かせ

ください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 生田議員の各種事業

の説明責任のあり方についてお答えいたしま

す。 

 地区住民にかかわる事業を行う場合は、事

前に住民の理解を得た上で事業を進めること

は申すまでもありません。 

 今後私は、町の各種事業を進める場合は、

議会の皆様としっかりと協議し、事業着手前

には関係住民に説明を行い、理解を得た上で

事業を進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 しっかりとした説明

のほう、事後説明ではなく、しっかりとした

事前説明のほうを町民の皆さんは望んでおい

でると思いますので、ひとつそういう方針で

取り組んでいただきたいと思っております。 

 町長が示されました北部八策には、「県都

金沢に隣接するコンパクトな町に発展のチャ

ンスが無限大」とありますが、私も全く同感

であります。 

 現在、この人口減尐時代に、全国どの自治

体でも地域間競争、自治体の魅力を高め、定

住人口の増加をもくろんでおります。 

 新幹線開業を間近に控え、能登有料道路も

無料化も目前、しっかりとしたインフラ整備

がなされれば、通勤圏としては金沢市山手よ

り好条件な位置となるのではないでしょうか。 

 北部開発ビジョンには喫緊の課題も多く、

優先順位などが問題となるでしょうが、その

喫緊の課題と並行して、できるものから国、

県とのパイプをしっかり築き、着手していた
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だきたい。 

 夢は大きく「内灘町から内灘市へ」という

ことを期待しまして、次の質問に入ります。 

 ２問目は、行財政改革について質問をしま

す。 

 町長におかれましては、先ほど質問しまし

た北部開発ビジョンも含め、選挙期間中に

数々の公約を発表いたしました。それら公約

を实現するには、今後さらなる行財政改革が

求められます。 

 他市町に比べ、福祉や住民サービスの質を

低下させずに行うというのはもちろんですが、

本当に必要なものと不必要なもの、不必要と

言えば語弊があるかもしれませんが、他市町

より突出しているものだとか、他市町が時代

にそぐわないとして廃止している中で当町に

残っているものだとか、今後の継続を見直さ

なければならないものがまだまだあると感じ

ております。 

 当町は平成22年度に实質単年度収支が黒字

化したということでございますが、これは北

部土地区画整理組合解散時の余剰金など臨時

的収入のおかげであったということは以前一

般質問をさせていただいたときにはっきりと

しております。この平成22年度以外は赤字、

現在も赤字なわけであります。 

 私がたくさんの町民の皆様よりいただいて

おる意見としては、まずこの行財政改革、行

財政改革と言いながら、それに逆行するよう

な近年の部、課の創設とそれに伴う管理職の

増加であります。これは町民意識、民間意識

とかけ離れているのではないか、多くの声を

お聞きしました。 

 町長は選挙戦において行財政改革のうち、

行政のスリム化を掲げておりました。これが

どのような行財政改革なのか、具体的にお聞

かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 生田勇人議員の行財

政改革、行政のスリム化についてお答えいた

します。 

 議員おっしゃるとおり、私は、選挙戦にお

いて、部、課の統廃合による行政のスリム化

を訴えてまいりました。 

 町長就任からの時間的関係から平成25年４

月における人事異動には間に合いませんが、

平成25年７月に組織変更を实施したいと考え

ております。具体的には、まちづくり政策部

を廃止し、組織のスリム化を図りたいと考え

ており、将来的には現在あります部制そのも

のの廃止も考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 どうもありがとうご

ざいます。 

 次に、各種委員会、審議会の数であります。 

 聞くところによれば、10万人都市の小松市

と同数規模と伺っております。それらに係る

金額も近隣他市町に比べ、人口約２万7,000

人の当町は突出しており、充て職委員の多数

の委員会のかけ持ちを招いております。 

 国、県から設置を義務づけされたもの以外、

似通ったものは統廃合しなければいけないの

ではないかと、これまた多くの声を聞いてお

ります。考えをお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問、私のほうからお答えをいたします。 

 町の各種委員会、審議会の数は、前年度末

で73組織あり、町の附属機関としてそれぞれ

の目的、趣旨に忚じた役割を担っていただい

ております。 

 大別して、法令で設置が義務づけられてい

るもの、法令の趣旨にのっとり条例で設置し

ている機関及び町の考え方によって任意に設

置した機関がございます。 

 議員ご指摘の目的や趣旨の似通った審議会

等につきましては、今後、所管する部署にお
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きまして改めて内容を精査し、組織の効率的

な運用あるいは行政のスリム化を図っていく

という視点から、統合、廃止も含めた検討を

進めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 ぜひ各種そういった

組織のスリム化ということを進めていただい

て、公約实現に向けて行財政改革を行ってい

っていただきたいと思っております。 

 各種町団体、その他の団体のあり方など、

まだまだ行財政改革について質問したいこと

はたくさんありますけれども、今回、ほかの

議員さんの一般質問と重なることも多々ござ

いますので、また別の機会とさせていただき

たいと思います。 

 川口町長におかれましては、子供たちや高

齢者の方々に負担を求めることなく、本当の

単年度収支黒字化を構築し、公約を实現して

行っていただけるよう、しっかりと行財政改

革に取り組んでいっていただけるものと期待

して、私の一般質問を終わらさせていただき

ます。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村憲治議員。 

   〔９番 能村憲治君 登壇〕 

○９番【能村憲治君】 ９番、能村憲治。 

 平成25年第１回定例会において、町政の一

般質問をさせていただきます。一問一答でよ

ろしくお願いをいたします。 

 執行部の皆さんには、わかりやすい言葉で

答弁のほう、よろしくお願いをしておきます。 

 ３月11日で２年になります東日本大震災、

まだまだ復興がおくれているようで、一日も

早い復興を願うものでございます。 

 先ほど生田議員からのお話にもありました

ように、ことし１月に行われました内灘町長

選挙におきまして見事当選をし、川口町政が

発足をいたしました。心よりおめでとうと言

わせていただきます。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 私からは、今回は大きな項目で４つの質問

いたします。１問目は川口町長の内灘再生に

向けた心意気、２番目には太陽光発電につい

て、３番目、融雪消雪について、４番目、文

化会館内にあるチャレンジド喫茶についてで

ございます。 

 それでは、順次伺ってまいります。 

 まず、川口町長の内灘再生に向けた心意気

をお伺いをいたします。 

 34年間行政にかかわり現場を見てこれらま

した。内灘から元気が失われている、明るい

町を取り戻す、町政を立て直すとの強い使命

感から立候補され、町民に訴えてきました。

そして、見事支持されたわけでございますが、

町政に向けては多くの課題と問題があると思

います。どのように取り組んでいこうとして

いているのか、お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 能村憲治議員ご質問

の内灘再生に向けての心意気についてお答え

いたします。 

 内灘町は、金沢医科大学の誘致や多くの団

地造成などに取り組まれた先人の方々の並々

ならぬご尽力によって発展してまいりました。 

 しかし、私はここ数年の町政運営を振り返

り、また町民の皆様から町政の停滞を強く感

じ、明るい元気な町の復活をなし遂げなけれ

ばならないと確信し、内灘再生を決意したも

のでございます。 

 私は、内灘町が再生するため、５つの基本

方針に沿い、鋭意取り組んでいく所存でござ

います。 

 まず１つ目には、私は、活気あふれる町に

再生をいたします。 

 そして２つ目には、国、県とのパイプの再

生であります。昨年12月、国では自公政権が

誕生し、積極的な財政政策を打ち出しました。

この時流に乗り、国、県からさまざまな情報
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や財源の確保等を行うことは、町の政策实現

につなげていく大きなチャンスであります。 

 そして３つ目には、真に開かれた町政の再

生であります。今、町が何をしているか、ま

たそのプロセスからきっちりと説明責任を果

たすなど、町民に真に開かれた町政の再生を

行います。 

 ４つ目に、元気を失いつつある町内企業の

育成と元気を再生します。町内企業の元気は

町の元気の源でもあります。 

 そして５つ目には、これらの再生が实現で

きれば、きっと町民の皆様の笑顔を再生でき

るものと考えております。 

 これから内灘再生に向けては、町民、議会、

町執行部が心を一つにすることが大変重要で

あります。 

 今後、町民の皆様、町議会の皆様のご意見

に真摯に耳を傾け、スピード感と实行力を持

って町政の課題、問題に誠心誠意取り組んで

いく所存でありますので、皆様のご理解とご

協力をお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 ただいまの答弁、ま

ちづくりに５つの基本方針を掲げておられま

した。私は、スピード感を持って早期に進め

ていくもの、また時間をかけて取り組まなけ

ればならないものなど本当に多々あると思い

ます。そのあたり、町長、もう尐し具体的に

答弁をお願いをいたしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 能村憲治議員の具体

的な施策をお聞かせ願いたいということです

ので、お答えいたします。 

 私はまちづくりの施策として、「教育・子

育て」「定住促進・開発」「福祉・環境」「安

全・安心対策」「産業育成・観光」の５つを

今定例会提案理由で述べましたが、この主な

ものの幾つかを述べさせていただきます。 

 １つ目の「教育・子育て」の町内灘であり

ます。内灘町では現在、ゼロ歳児から中学３

年生までを対象に医療費の助成を行っており

ます。今後、この対象範囲を高校卒業まで拡

大し、乳児、児童及び生徒の疾病の早期発見

と早期治療を促進し、保護者の負担軽減を図

りたいと考えております。 

 ２つ目の「定住促進・開発」であります。

私が提案しております北部開発計画ビジョン

であります北部八策により、内灘町発展の鍵

となる北部の開発を積極的に推進し、さらに

定住促進による地域の活力を再生したいと考

えております。 

 ３つ目は、「福祉・環境」についてでござ

います。特に高齢者の皆様にご好評をいただ

いているほのぼの湯につきましては、すばら

しい眺望である現在の位置で建てかえ、建設

計画を取りまとめたいと考えております。 

 ４点目の町民の生命、財産を守る「安心・

安全対策」であります。町の防災拠点となる

消防庁舎につきましては、平成27年度、白帄

台地区へ移転を予定しており、町防災機能の

強化を図りたいと考えております。 

 ５点目の「産業育成・観光」であります。

商工振興では中小企業経営支援利子補給の継

続など、中小企業者の経営安定を図りながら、

地元企業、起業家の育成を進めたいと考えて

おります。 

 さらに、政策的、具体的な取り組みにつき

ましては６月議会以降に議会の皆様にお示し

したいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 よくわかりました。 

 今後は、部課長初め職員の皆様方が町長の

顔色ばかりうかがうのではなく、公僕として

の町政執行に進めていってほしいなとこのよ

うに思います。 

 それでは、２点目に入ります。 
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 太陽光発電について、私は２つの点をお伺

いをいたします。 

 まず１点目に、現在、大規模太陽光発電（メ

ガソーラー）施設の工事中ですが、これを発

端に当町は積極的な考えを持って進んでいく

のかどうかについてお伺いをいたします。 

 ２点目に、企業から入ってくる年間800万円

の土地の賃貸料をどのように使用する予定な

のかについてお伺いをいたします。 

 それでは、１点目の質問です。 

 今、当町では西荒屋地区の町有山林約６万

5,000平方メートルにおいて、民間事業者によ

る大規模太陽光発電施設の工事が進んでおり

ます。その名はスカイパワー内灘１号発電所

といい、来月から売電を予定しております。

この土地は町有地であり、賃貸であります。

賃貸期間は平成25年４月から平成45年３月ま

での20年間で、町が受け取る賃貸料は年間800

万円、20年で１億6,000万円となります。 

 さて、2012年に再生可能エネルギー全量買

い取りの制度ができ、これまで住宅用太陽光

発電だけを対象としていた制度を、事業用太

陽光や風力などの实用段階にあるものまで含

めた制度が施行されました。太陽光発電の買

い取り料金は１キロワット時当たり42円と大

変高いものであります。今回の売電見込み金

額は年間8,800万円となる予定です。また、固

定価格で買い上げることになっておりますか

ら、20年間の売電価格は17億6,000万円となり

ます。 

 今、再生可能エネルギー政策には資金力の

ある大きい企業しか参入できません。つまり、

設備投資ができる企業が利益を得る仕組みに

なっているのであります。当町が土地を貸し

て賃貸料を得ることは、同時に大企業の利益

確保のバックアップをしていることになるわ

けであります。 

 このようなことから、今後についてであり

ますが、スカイパワー内灘１号発電所という

からには２号３号と施設設置が続くように感

じられますが、さきに述べましたように土地

を貸して賃貸料を得、企業に協力していくと

いうことを進めていくのか、それとも１号機

のみで終わるのか、お伺いをいたしておきま

す。 

 また、前向きに、積極的に考えるのであれ

ば、町民から資金を募り、大きな太陽光発電

を設置し売電収入を還元するといったことも

考えられますが、町は今後どのような方向で

進もうとしているのか、お伺いをいたします。 

 さらに２点目、年間800万円の賃貸料をどの

ように使うのかについてお伺いをいたします。 

 さきに述べましたように１キロワット時42

円という高い買い取り金額を支えているのは、

一般家庭の電気料金にその原資が上乗せにな

っているから、固定価格買取制度が成立する

わけであります。ということであれば、ここ

から発生した賃貸料は一般家庭の太陽光パネ

ル取りつけに補助金として使用するというこ

とも考えられますが、町はどのように使う予

定があるのか、この２点についてお伺いをい

たします。 

○議長【夷藤満君】 山田吉弘都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 能村

議員の太陽光発電の今後の考え方についてま

ずお答えいたします。 

 現在、建設中のメガソーラーの名称が「ス

カイパワー内灘１号発電所」となっておりま

すが、これは事業者が今後、いろいろな地域

で建設を行っていく予定でありまして、今回

のメガソーラー事業は事業者が初めて内灘町

において行った事業であるため「１号発電所」

と称したものです。したがいまして、内灘町

での引き続きの建設を約束したものではござ

いません。 

 メガソーラー事業を实施するためには広大

な土地が必要であり、資金面、運営面を考え

た場合、町主体か民間主導がよいかは意見の
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分かれるところでございます。今回は企業誘

致の一環として民間事業者によるメガソーラ

ー事業を实施いたしましたが、今後につきま

しては、企業誘致だけではなく再生可能エネ

ルギーの普及促進など、町の環境政策及び町

有地の有効活用の一環として総合的に検討し

たいと考えております。 

 検討に当たりましては、土地利用や各種計

画及び自然環境などさまざまな点について、

議会や町民の皆様と協議いたします。 

 また、住民出資による手法につきましては、

再生可能エネルギーの普及や町民の環境に対

する意識の高揚、さらに出資者への利益の還

元につながりますから大変有効な手段の一つ

と考えられます。この手法についても含め、

他市町の事例を参考にして検討してまいりま

す。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫まちづくり政

策部長。 

 〔まちづくり政策部長 中西昭夫君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【中西昭夫君】 私の

ほうから、土地の賃貸料についてお答えいた

します。 

 メガソーラーの土地賃貸料は、年額800万円

となっております。昨年11月に５年分4,000

万円が一括して入金され、全額を公用、公共

用施設整備基金に積み立てをいたしました。 

 この使途については、さまざまなご意見が

あり、今後、議会の皆様とご相談してまいり

たいと、そのように考えております。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 これ、一つ提案です

が、再生可能エネルギーを設置できるという

のは資金力のある企業や個人ということで、

その負担は収入の低い人も含め一般の人であ

るわけで、このような方々に電気料が上乗せ

された料金を取り戻す機会を得るようなこと

も含めて、意欲がある方にこの土地の賃貸料

を設置者の負担を尐なくするといった意味か

ら、今まで以上の太陽光発電に対しての補助

金に回すというようなことを私は提案をさせ

ていただきたいと思いますが、どうでしょう

か。 

○議長【夷藤満君】 中西まちづくり政策部

長。 

 〔まちづくり政策部長 中西昭夫君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【中西昭夫君】 ただ

いまのご質問にお答えいたします。 

 内灘町では、現在、太陽光発電システムを

設置する場合、上限20万円、１キロワット当

たり４万円の補助を既にしております。 

 ぜひ議員のご提案につきましては、今後ま

た部内のほうで検討し、議会と相談してまい

りたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 それでは３番目、融

雪について、私からは２点お伺いをいたしま

す。 

 皆様ご存じのように、ことしは青森市の

酸ヶ湯
す か ゆ

で566センチを初めとして、東北、北海

道で過去最高の積雪に見舞われました。当町

では除雪車が出動するような積雪にも至らず

春を迎えることになりましたが、毎年、大雪

になりますとその除雪体制に住民からの苦情

が殺到していることを考えますと、ことしは

ほっとしているのではないでしょうか。 

 ところで、私は過去10年近く、融雪、消雪

など雪害対策について何度も質問、提案をし

てまいりましたが、町は一向に取り組む姿勢

が見られませんでした。 

 例えば、飲料水のために掘った五戸が水質

悪化のために使用ができずに今ほったらかし

になっているのでこの五戸を融雪に使えばど

うかと提案すれば、町は、地盤沈下するから

使えない。それなら、400メートルの深五戸な

らば地盤沈下しないだろうからその五戸を使

用すればどうかと言えば、水道水用に掘った

五戸だから転用は困難だと。 

 また、雪捨て場については、公園などを利
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用することを提案しましたが、舗装や芝生が

傷むからと、雪をストックする場所の確保に

も取り組まず。 

 さらに、ことしのように積雪がなく機械出

動がないときには、その予算を除雪、消雪の

ための基金として積み立ててはどうかとの提

案にも、専決や予備費を充てるので基金は要

らないなど、全くもって前町長は除雪対策に

意欲が見られませんでした。 

 さて、川口町長はこの選挙活動におきまし

て、「融雪は優先順位をつけて取り組む必要

がある」と何度も述べられておられました。

同時に、高齢者への関心が高いことにも触れ

られておられました。 

 私は、融雪は休止五戸を活用して早急に装

置設置に向けて取り組んでいくことを期待を

しますが、どのような方法で取り組んでいく

のか、お伺いをいたします。 

 また、優先順位をつけて取り組むとのこと

でございますが、どのような順位を考えてい

るのか。幹線道路を優先するのか、それとも

高齢者福祉に関心を寄せているのであれば、

アカシア地区のような高齢者が多く、道幅も

狭くて機械除雪が困難であり大変な負担にな

っている地区が優先されるのであると思いま

すが、慎重に検討していただきたいと、この

ように２点についてお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 能村憲治議員ご質問

の融雪について、休止五戸の利用、そして優

先順位をつけての融雪ということにお答えい

たします。 

 私、選挙期間中、町内回っておりまして、

高齢者の方が融雪装置の必要性を本当に強く

訴えておりました。私は、ぜひ高齢化率の高

い地区において融雪装置を優先的につけたい

という気持ちでございます。 

 それでは、答弁させていただきます。 

 現在、町では内灘町消雪基本構想を策定し

ているところでございます。この構想の中で、

上水の休止五戸の活用も検討することとして

おり、今定例会に補正予算を計上し、４カ所

の休止五戸それぞれの揚水量等の能力調査及

び老朽化調査を進める予定としているところ

でございます。 

 また、優先順位につきましては、散水路線

計画で休止五戸の揚水量等の調査結果を踏ま

え、幹線道路、通学路、公共施設に通じる道

路、幅員の狭い道路や坂道など限られた揚水

量の中で、先ほど申し上げましたが、その地

区の高齢化率も考慮し優先順位を定め、五戸

の能力や費用対効果を総合的に判断し、今後、

散水路線を決定してまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 非常に前向きな答弁、

いよいよ消雪・融雪装置設置に向けて動き出

したなと、このように思います。積極的にこ

の事業を進めていくと受け取っておりますの

で、よろしくお願いします。 

 それでは４番目、文化会館内にあるチャレ

ンジド喫茶についてお伺いをいたします。 

 内灘町文化会館１階のカウンター及びフロ

アの一部に、平成20年よりチャレンジド喫茶

「虹」が開店しております。設置につき、町

は電気設備の改修、給排水、また流し台や冷

蔵庫、ＩＨクッキングヒーターなどの備品を

取りつけ、社会福祉法人うちなだの里に無料

貸し出しております。 

 その使用目的は、「福祉作業所の利用者に

自立を促し、一般社会への参加や地域の人た

ちとの交流の場とするとともに、会館利用者

への飲料等によるサービス向上を図るものと

する」という使用許可になっております。 

 そして、使用日及び時間は、火曜日から土

曜日、９時半から17時と日曜日の行事開催時

となっております。 

 ところで、福祉作業所は在宅障害者の生活、
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作業指導を通じて、生活の充实と社会的な自

立を図るとともに、社会参加の促進と生きが

いを与えることを目的に、当事者と障害者を

持つ親の願いから各地で開催されております。 

 さて、当町が福祉作業所うちなだの里に許

可を出している使用目的に「文化会館利用者

への飲料などによるサービス向上を図る」と

あります。町が福祉作業所に使用許可を出し

ているのは文化会館の利用者に飲料などのサ

ービス向上を図ることが目的ではないはずで

あります。このような目的は、福祉作業所の

目的とするところのものではなく、全く別の

ところで検討する課題ではないかと考えます。

町の考えをお伺いをいたします。 

 また、作業所の利用者が職員と一緒に喫茶

「虹」にいる時間は、火曜日から金曜日の９

時30分から15時30分までと土曜日の月２回午

前中のみと伺っております。 

 日曜日の行事開催時こそ、地域の人との交

流ができると思われますが、このときは作業

所の職員だけと聞いております。ということ

は、使用の目的の中に「会館利用者への飲料

などのサービス向上を図る」ということが収

益につながり、作業所の利用者の主体性を尊

重する目的から離れたものになっているので

はないでしょうか。 

 このことについて、町はどのように考えて

いるのか、以上２点についてお伺いをいたし

ます。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 ただいまのチ

ャレンジド喫茶に関する質問については、私

のほうからお答えさせていただきます。 

 チャレンジド喫茶につきましては、議員ご

指摘のとおり、うちなだ福祉作業所における

障害者の生産活動の一環として实施している

ものでございまして、障害者の就労機会の確

保と文化会館の利用者の便宜を図ることを目

的に、平成20年６月から文化会館の１階で営

業を行っております。 

 まず、チャレンジド喫茶の運営に当たって

の文化会館の使用目的についてのご質問でご

ざいますけれども、議員ご指摘のとおり、チ

ャレンジド喫茶は障害者の自立促進と一般社

会への参加や地域の人たちとの交流の場とす

ることを主たる目的としているところでござ

います。 

 また、あわせて文化会館のご利用者への飲

料等によるサービスを行っております。 

 今後は、議員ご指摘の点や文化会館ご利用

者のご意見なども踏まえながら、営業形態や

施設の使用目的などにつきまして見直しを含

めまして検討してまいりたいというふうに考

えております。 

 次に、日曜日の行事開催時には職員しか勤

務していないのは当初の目的から離れたもの

になっているのではないかとのご質問でござ

いますけれども、議員ご指摘のとおり、日曜

日等の行事に合わせて臨時に営業する場合は、

職員のみの勤務体制というふうに聞いており

ます。 

 障害者の就業形態は、あくまでうちなだ福

祉作業所への通所時間内での就労に限られて

いるため、日曜日等には障害者の方は勤務し

ていないというのが現状でございます。 

 いずれにいたしましても、営業開始から４

年余りが経過しておりますので、今後はより

よい障害者福祉が实現するよう、就労支援の

あり方などについて实施主体であるうちなだ

福祉作業所と協議、検討してまいりたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 以上で私の質問を終

わらさせていただきます。 

○議長【夷藤満君】 １番、太田臣宠議員。 

   〔１番 太田臣宠君 登壇〕 

○１番【太田臣宣君】 議席番号１番、太田

臣宠でございます。 



 －22－ 

 平成25年第１回定例会において一般質問の

機会を得ましたので、通告に従い一問一答で

質問させていただきます。 

 質問に入る前に、さきの１月20日の町長選

挙において、川口町政が誕生いたしました。 

 町長は、今回の選挙で内灘町のいろいろな

課題を町民に示し、福祉、子育ての充实、定

住促進、交流人口の拡大、地元企業の育成を

公約に掲げてまいりました。 

 川口町長におかれましては、34年の行政経

験を生かし、今後さらなる町の発展に取り組

まれることを多くの町民が期待しているとこ

ろであります。 

 また、地域経済も厳しい現实となっており、

商工会員も減尐している中、明るい元気な町

への再生も待ち望まれております。この期待

に忚えるべく、一歩一歩着实に前進していっ

ていただきたいと思っております。 

 今定例会初日の町長の所信で、南北のバラ

ンスのとれた町の発展を目指す思いも聞き、

また、さきの生田議員の一般質問の中でも、

６月の補正で打つということで北部開発の第

一歩が踏み出せるということは、町にとって

本当に大きな前進だと思います。 

 今回、私のほうからは、町長の公約の一つ

である子ども医療費助成を高校卒業まで拡大

することについてからまず質問させていただ

きます。 

 内閣府が示した平成24年度版子ども・子育

て白書で、2060年の日本の人口は8,674万人と

なることが見込まれており、年尐人口、零歳

から14歳では2010年の1,684万人から2060年

には791万人となり、総人口に占める割合は

13.1％から9.1％になると報告されています。 

 内灘町においても０歳から14歳の年尐人口

は2010年の4,010人から2030年には2,920人と

なり、内灘町の総人口に占める割合も15.4％

から12％となるとの予測がされております。 

 ここ数年を見ましても急速に高齢化が進み、

団地の中でも空き家、空き地が目立つように

なってきました。子ども医療費の助成を拡大

することは、子育て支援や尐子化対策、さら

には定住促進にもつながります。 

 町長の提案理由の説明にもありましたが、

町長の公約の中でも、まず最初に取り組んで

いく課題ではないでしょうか。 

 県下ナンバーワンの子育て支援の町と言わ

れるように取り組んでいただきたいと思いま

すが、町長の見解をお示しください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 太田臣宠議員の子ど

も医療費の高校卒業までの拡大についてお答

えいたします。 

 子供の医療費助成を高校卒業まで拡充する

ということは、私の公約の中でもまず取り組

みたい施策の一つでございます。 

 子育て支援施策を充实することは、議員が

おっしゃるとおり尐子化対策に欠かすことが

できないことであり、ひいては若者の定住人

口の拡大にもつながることだと認識をしてお

ります。 

 まず、この乳児及び児童の医療費助成を、

なるべく早い時期に入院、通院ともに18歳ま

でに拡充したいと考えております。 

 いずれにいたしましても、私は子育て支援

で県一ではなく日本一の町を目指してまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 早急に取り組むとい

うこと、また日本一の子育て支援の町にとい

う力強い町長の思いもお聞きしました。 

 しかし、そこには財源の確保が必ず必要と

なってまいります。現在の町の乳児及び児童

医療費助成制度では、小学校就学前まで自己

負担なし、小学校２年生まで通院費は自己負

担各月1,000円、入院は中学校卒業まで自己負

担各月1,000円となっており、これを高校卒業
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まで拡大するということですので、厳しい財

政状況の中でどれだけ町の負担増が予想され

るのか、現在の助成額とあわせ財源の見通し

をお示しいただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 太田議員の子ども医

療費の町の助成額についてお答えいたします。 

 現在の乳児及び児童の医療費助成制度は、

入院が中学校卒業まで、通院につきましては

小学校２年生までとなっており、助成額につ

きましては、平成23年度決算で入院が620万円、

通院で3,620万円支出をしております。 

 現在の制度を18歳まで拡充することにより、

平成23年度实績から想定すると、入院で約10

万円、通院で約900万円支出がふえる見込みで

ございます。 

 この財源につきましては、さきに生田議員

にお答えいたしましたが、行財政改革により

徹底的な無駄の削減、行政のスリム化などを

鋭意推進することにより確保し、公約の实現

と健全財政の維持を目指してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 町長のおっしゃると

おり、行政のスリム化については行財政改革

を進める上で重要なものだと私も認識してお

ります。どの事業を進めるにおきましても必

ず財源が必要となってまいります。改革を進

めながら、必要な予算はしっかりとつけてい

ただきたいと思います。 

 今後ますます的確な行財政運営が求められ

ていく中、石川県、国との連携も不可欠であ

ります。 

 そこでもう１点、お聞かせください。 

 平成23年３月の石川県議会で、石川県医師

会が請願し、自民党県議24人が紹介議員とな

り、子どもの医療費の完全無料化等を求める

請願が採択されております。その中の病院で

の窓口無料化については、現在の町では医療

機関との連携やシステムの改修など多くの課

題があり、難しいものだと私は認識しており

ます。 

 現在の県の見解とあわせ、町の今後の取り

組みについて、どういうふうに行っていくの

かお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 ただいまの質

問は私のほうから。 

 医療機関窓口で現金を支払う必要がない、

いわゆる窓口無料化につきましては、保護者

の利便性や費用対効果を考えますと医療機関

そのものの広域化が求められ、それから県内

全域での实施が必要というふうに考えており

ます。 

 石川県ではこの件につきましては、窓口で

一旦負担してもらう償還払いは制度の趣旨と

目的を自覚していただくために有効である。

保護者の皆さんにそういったことを自覚して

いただくことが必要であるよということと、

新たな子育て支援制度などは国の動向に注目

しまして、県内の市町の意見も踏まえて検討

したいというふうに現在のところ説明してお

ります。 

 内灘町といたしましては、町単独での实施

は難しいことだというふうに考えております。

機会あるごとに、石川県に対しまして窓口無

料化の实現について要望してまいりたいと存

じております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今後、さまざまな事

業について県との連携が必ず不可欠になって

いきます。しっかりと県と話し合いを持ちな

がら、このような事業についても取り組んで

いっていただきたいと思います。 

 医療費助成の拡大は最初に述べたとおり、

子育て支援、尐子化対策、定住促進にもつな
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がる政策の一つであります。できるだけ早い

段階で取り組んでいただければいいと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 ２つ目の質問に移ります。 

 ２つ目の質問は、町の公共施設間の連携に

ついてであります。 

 今、町の施設で屋内温水プールは株式会社

エイムが、サイクリングターミナル、野球場、

総合公園、テニスコート、惜亭、自在庵、福

祉センター憩は財団法人内灘町公共施設等管

理公社が、向粟崎体育館、勤労者体育センタ

ー、鶴ケ丘テニスコート、弓道場、武道館、

総合体育館、総合グラウンドは特定非営利法

人スポーツクラブプラッツうちなだが指定管

理者として管理しております。 

 指定管理者がそれぞれサービス向上や施設

の宠伝、効率的な事業運営を目指しています

が、例えばサイクリングターミナルへ合宿に

来れば、屋内温水プールを活用しトレーニン

グができるようにすることや、野球場、テニ

スコート、体育館の使用料を減免することに

よって、さらにサイクリングターミナルの施

設利用者が増加するのではないでしょうか。 

 また、屋内温水プールや体育施設利用者に

は、ほのぼの湯やサイクリングターミナルの

温浴施設を利用できるように、お互いの指定

管理者が連携し、町内外に発信していければ

町のＰＲにもつながり、交流人口がふえ、地

元商店や企業の発展に貢献できると思ってお

ります。 

 町と指定管理者がしっかりと連携し、事業

方針を作成できないものか、町の考えをお聞

かせください。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫まちづくり政

策部長。 

 〔まちづくり政策部長 中西昭夫君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【中西昭夫君】 公共

施設の連携についてお答えいたします。 

 サイクリングターミナルで合宿する際、総

合公園内にある屋内温水プールや野球場、テ

ニスコートといった体育施設の使用料を割引

するというご提案、また屋内温水プールやテ

ニスコートの利用者がほのぼの湯などの温浴

施設を利用しやすいように、それぞれの指定

管理者が連携を図るというご提案につきまし

ては、それぞれの施設の相乗効果をもたらし、

またその連携により利用者の増加が期待でき

るものと思われます。 

 指定管理者であります内灘町公共施設等管

理公社、スポーツクラブプラッツうちなだ、

株式会社エイムと、今後このことについて協

議してまいりたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 協議していっていた

だけるということですので、早急に協議を開

始していっていただければ幸いと存じます。 

 今回、私のほうからは町長の公約の子育て

支援、定住促進、交流人口の拡大、企業育成

という観点から子ども医療費の助成拡大と、

公共施設間の連携について、２点を質問させ

ていただきました。 

 内灘町の人口も2030年には約２万4,500人

になると試算されております。人口減尐に歯

どめをかけるためにも、これからの高齢化社

会を乗り切っていくためにも、スピード感を

持って取り組む事業、また中長期的に計画性

を持ってやらなければならない事業を見きわ

め、川口町長の所信にあった町が抱える多く

の課題を一つずつクリアしていただき、内灘

再生をなし遂げていただきたいと願っており

ます。 

 以上で私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 ２番、中島利美議員。 

   〔２番 中島利美君 登壇〕 

○２番【中島利美君】 議席番号２番、中島

利美です。 

 平成25年第１回定例会において質問の機会

を与えていただきましたので、通告に従い一

問一答方式で質問させていただきます。 
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 さて、先般行われました町長選挙におきま

して、川口新町長が就任され、町民の多くが

新町政に大きな期待を抱いていることと思い

ます。中でも先般の川口町長の所信表明でも

挙げられました子供の医療費の高校卒業まで

の無料化などは、まさに私たち母親や子育て

世代の家庭にとっては画期的な公約の一つで

あります。石川県内の中でもまさに子育てナ

ンバーワンの町と言える政策でありますので、

ぜひとも早期实現に向け、また日本一に向け

取り組んでいただきたいと期待いたしまして、

私の質問に入らせていただきます。 

 まず１つ目の質問は、乳幼児の予防接種や

女性の子宮頸がんワクチンなどの、通称３ワ

クチン予防接種についてお伺いいたします。 

 前町政でも内灘町は子育てナンバーワンの

町と言われておりました。しかし、内情はと

いうと、国が平成22年度に打ち出した子宮頸

がん等ワクチン緊急促進事業の補助金制度が

導入された際にも、石川県内の多くの自治体

が自己負担なしという形での無料接種が实施

される中、我が内灘町では現在まで子宮頸が

んワクチンにおいては1,600円、ヒブワクチン

においては800円、小児用肺炎球菌では1,000

円の自己負担金をそれぞれに徴収しての接種

となっております。これらの予防接種やワク

チンは、まさに子供たちの命を守るためのも

のであり、重要度の高いものと考えられます。 

 また、内灘町がこれから目指す若い世代の

定住促進や真に子育てしやすいまちづくりを

实現するためにも、子供の医療費や予防接種

などワクチンの自己負担は大きな負担であり、

誰もが安心して平等に受けられるよう、一日

も早い無料化に向け取り組んでいただきたい

と思います。 

 そのことがまさに内灘町の定住促進につな

がり、人口がふえ、子供がふえ、川口町長が

目指される活気のあるまちづくりにつながっ

ていくのではないでしょうか。 

 以上のことを踏まえまして、名实ともに備

わった子育てナンバーワンの町を目指し、今

後、内灘町がどのように取り組んでいくのか

お答えください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 中島利美議員ご質問

の３ワクチンの予防接種についてお答えいた

します。 

 予防接種は、伝染のおそれのある疾病の発

生及び蔓延を予防し、公衆衛生の向上及び増

進に寄与するものでございます。また、子宮

頸がんは原因やがんになる過程がほぼ解明さ

れている予防ができるがんであり、そのため

のワクチン接種が重要であると認識をしてお

ります。 

 議員ご指摘の３ワクチンの予防接種につき

ましては、平成22年度から子宮頸がん等ワク

チン緊急促進事業として国の補助を受けなが

ら实施しておりましたが、接種費用の約１割

相当の自己負担をお願いしてきた経緯がござ

います。 

 平成25年１月27日に、来年度以降の子宮頸

がん等３ワクチンの法定定期接種化が決定し、

これを受けた平成25年度政府予算案が閣議決

定しております。また、そのための予防接種

法改正案も今国会に提出をされております。

この法改正により、予防接種費用の９割が市

町村への普通交付税として財政措置されるも

のでございます。 

 この国の動向を受け、本町といたしまして

は自己負担分を町が助成し、平成25年４月か

ら、子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌の３

ワクチンの接種について無料化してまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 それでは、次の質問

に移らせていただきます。 

 うちなだ花づくり協議会についてお尋ねい

たします。 
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 うちなだ花づくり協議会は、平成23年に内

灘町、内灘町社会福祉協議会、町商工会、町

観光協会、うちなだの里の５団体が加盟し、

発足されました。そして、石川県の補助事業

である多様な担い手による協働モデル事業を

活用し、平成23年には350万円、平成24年には

300万円、合計650万円の補助金を受けており

ます。 

 そこでまず、23年、24年の２年間の事業内

容をお聞かせください。 

 多様な担い手による協働モデル事業の補助

金を活用されていますが、どのような方々が

何名ぐらい实際の作業にかかわっていたのか

もお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 喜多哲司産業振興課長。 

   〔産業振興課長 喜多哲司君 登壇〕 

○産業振興課長【 喜多哲司君】 ただいまの

平成23年度、平成24年度の事業内容について

と、何名くらい实際の作業にかかわったのか

についてのご質問についてお答えいたします。 

 平成23年度においては、放水路北側斜面約

2,000平米の敷地の除草や防草シートを布設

し、芝桜１万500株の植栽を实施しております。

その際にうちなだ花づくり協議会のメンバー

約80名が芝桜の植栽に参加しております。ま

た、今年度はさらに面積を2,000平米拡大し、

クリムソンクローバーの種まきや道の駅周辺

ののり面にベゴニア、スイセン等の植栽を实

施し、３月中には北側斜面に簡易な花畑管理

用通路を設置する予定です。平成24年度にお

いても除草作業に約100名、植栽時に約80名の

協議会メンバーが参加しております。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 それでは、うちなだ

花づくり協議会は、設立当初、一般町民向け

に会員を募っていたと思います。数十名おら

れる会員の中には前町長も含まれていたと思

います。正規会員１万円、賛助会員1,000円の

会費を募っており、会員の協賛金だけでもか

なりの金額が集まっているのではないかと思

われます。 

 花づくり協議会が石川県に提出した平成23

年の事業報告の中には、会員数や徴収した会

費等が一切記載されておりません。このこと

について、加盟団体の一つでもある内灘町と

してはどのようにお考えでしょうか、お聞か

せください。 

○議長【夷藤満君】 喜多産業振興課長。 

   〔産業振興課長 喜多哲司君 登壇〕 

○産業振興課長【 喜多哲司君】 ただいまの

石川県に提出した事業報告書の中には会員数

や会費等が記されていないのはなぜかという

質問にお答えいたします。 

 平成23年度の石川県に提出した事業報告書

は、あくまでも今回实施した多様な担い手に

よる協働モデル事業の事業報告書であり、こ

の事業主体は５つの団体が加盟するうちなだ

花づくり協議会であります。 

 したがいまして、会費等を徴収しているの

は構成団体の一つでありますＮＰＯ法人うち

なだ花づくり協議会であるため、町として会

計報告まで求めるものではないと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今、喜多課長の答弁

の中に、５つの団体とありました。その５つ

の団体が協力してつくったうちなだ花づくり

協議会という団体なんですよね。それで補助

金を受けているのは、この５つの団体として

受けていると思うんですが、23年度には県か

ら350万円の補助金を受けておりますが、決算

報告を見ますと351万7,492円ということで、

１万7,492円が結局不足したために協力金と

いう形で収入に上がっているんですが、この

協力金の１万7,492円は誰が、もしくはどこの

団体が出資したんでしょうか、お聞かせくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 喜多産業振興課長。 

   〔産業振興課長 喜多哲司君 登壇〕 
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○産業振興課長【 喜多哲司君】 ただいまの

23年度決算における協力金はどこからという

ことについてお答えしたいと思います。 

 平成23年度における協力金につきましては、

現在のＮＰＯ法人がＮＰＯ団体になる前の組

織から事業に対しての協力金となります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 それでは、大変恐縮

なんですが、今の喜多課長の答弁の中には疑

問点が残ります。 

 当初、答弁された中には５つの団体とお答

えいただいております。その23年度の５つの

団体は、さっきも言いましたように、うちな

だの里、内灘町、社会福祉協議会、商工会、

観光協会の５団体であります。この中にはそ

の任意団体であるうちなだ花づくり協議会と

いうものは含まれていないはずです。なのに、

この団体が、さきにも言いましたように正規

会員とか賛助会員という形で一般町民の皆様

から会員を募ってお金を持っている団体なん

ですよね。そこがこの５団体に加盟してない

のにこういった補助事業に対してお金を出資

するというのは、私は非常に疑問なんですけ

れども、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 喜多産業振興課長。 

   〔産業振興課長 喜多哲司君 登壇〕 

○産業振興課長【 喜多哲司君】 ただいまの

質問についてお答えいたします。 

 ＮＰＯ法人うちなだ花づくり協議会につき

ましては、平成24年度から団体の中に加わり

まして、現在６団体。先ほど申しましたとお

り23年度は５団体で運営していますが、平成

23年度の時点ではその中には、団体の中には

入っていませんでした。 

 ただし、この事業、２カ年事業で行う事業

でありまして、その後、25年度の事業を誰が

継承して続けていく必要があるということで、

その23年度に任意の花づくり協議会というも

のが設置されました。そこからの協力金とい

うことであります。 

 この任意の花づくり協議会というのは、こ

の５団体が主となる団体で設置したものでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今、傍聴されている

方々も、一般町民の方々に、本当にこれを理

解していただくには非常に難しいものがある

のかなと思うんですが、所管の総務産業建設

委員会でもこの説明を何度か受けているんで

すが、所管の委員会でもこれまで説明を受け

た段階では、協力５団体という形でずっと説

明を受けていたと思うんです。これは私の聞

き間違いかなと思いまして、委員長を初め委

員の数名の皆様にも確認したんですが、ずっ

と関係５団体だというふうに説明を受けてい

たということで皆さん認識していらっしゃる

ようです。 

 しかし、先日、執行部より提出されました

関係書類では、平成24年度からはなぜかいつ

の間にか関係６団体になっているんですよね。

これも、いつどのような経緯で、内灘町、う

ちなだの里、社会福祉協議会、商工会、観光

協会プラスアルファうちなだ花づくり協会と

いうものがプラスになったのか、私たち委員

会でも説明を受けてないと思うんですが、ご

説明いただけますでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 喜多産業振興課長。 

   〔産業振興課長 喜多哲司君 登壇〕 

○産業振興課長【 喜多哲司君】 ただいまの

ＮＰＯ法人うちなだ花づくり協議会がこの団

体に24年度から加わった経緯についてお話し

させていただきます。 

 先ほど申しましたけど、23年度、この５団

体で、この事業は２カ年事業でありますので、

その事業が終わったら、その事業を継承して

いく団体をまずつくらなければいけないとい

うことで、任意の花づくり協議会というもの

が23年度に設置しました。それを24年度はＮ
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ＰＯ法人として、23年度からもＮＰＯ法人と

しての申請はしていましたけど、24年度に、

７月５日にＮＰＯ法人として認められ、この

24年度からこの団体に加わったということで

ございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 それでは、平成24年

７月５日には、確かにこのうちなだ花づくり

協議会はＮＰＯ法人として認可されておりま

す。24年度のモデル事業が終了するまでは、

ここがあくまでもＮＰＯ法人になっておりま

すが、あくまでも協働加盟団体の一つとして

ということでは間違いありませんよね。その

中に内灘町も入って、結局、24年の３月31日

までは関係協力６団体の一つという認識で間

違いありませんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 喜多産業振興課長。 

   〔産業振興課長 喜多哲司君 登壇〕 

○産業振興課長【 喜多哲司君】 ただいまの

質問にお答えいたします。 

 24年３月31日現在では５団体でございます。

ＮＰＯ、５団体、24年です。24年の４月以降

に６団体となっております。ＮＰＯ法人うち

なだ花づくり協議会が加盟いたしまして……。 

○議長【夷藤満君】 済みません。中島議員

の質問ですが、24年度３月31日ということに

なりますと、まだ３月31日、来てませんよね。

その時点でどうなっているかということを聞

きたいんですか。 

○２番【中島利美君】 はい。 

○議長【夷藤満君】 それでよろしいですか。 

○２番【中島利美君】 はい。 

○議長【夷藤満君】 じゃ、24年の３月31日

じゃなくて、24年度の３月31日でどういう形

であるかと。５団体か６団体かどちらかをは

っきりしてくれということでよろしいですか。 

○２番【中島利美君】 はい。 

○議長【夷藤満君】 喜多課長、お願いしま

す。 

○産業振興課長【 喜多哲司君】 24年度では、

ＮＰＯうちなだ花づくり協議会が加盟いたし

まして６団体となっております。 

○２番【中島利美君】 はい、わかりました。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 だとすれば、協働支

援団体の一つである内灘町が事業内容はもち

ろん会計報告などを詳細に知る必要と権利は

あるかと思われます。 

 そこで私は、平成24年度の会計報告はもち

ろんまだ上がってきていないと思いますので、

平成23年度に、一体このうちなだ花づくり協

議会という会が一般の方々から徴収した会費

等が一体財政として幾らぐらい持っているの

か、また会員数は何名ぐらいだったのかぐら

いは町としては知る権利というものはあるの

ではないかと思いますが、町は今現在、どの

程度把握しているのでしょうか、お答えくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 喜多産業振興課長。 

   〔産業振興課長 喜多哲司君 登壇〕 

○産業振興課長【 喜多哲司君】 ただいまの

ご質問にお答えいたします。 

 先ほどお答えしましたように、構成団体の

一つであるＮＰＯ法人の会計報告等まで町と

して求めるものではないと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 それでは、済みませ

ん、担当部長に一旦ちょっとお尋ねしたいと

思いますが、あくまでもＮＰＯ法人になった

のは途中の経過ということでありまして、補

助金を受けております23年度の最初からはこ

のＮＰＯというものは存在しなかったわけで

すよね。あくまで途中の経過としてＮＰＯに

なったということであって、補助金は23年、

24年度まで県が出資しているものであります

ので、その中に内灘町がやっぱり協働団体の

一つとして入っている以上は、私はＮＰＯに

途中からなったからそれは説明の責任がない

とかというのは、まるで言葉のまやかしに遭
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っているような気がするので、やっぱり町と

してはこれは知るべきだと思うので、私も教

えていただきたいと思います。 

 部長、よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 山田吉弘都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 済み

ません。私のほうからいろいろな経過につい

て再度、ちょっとわかりにくかったかなと思

いましたので、もう一度初めからご説明いた

したいと思います。 

 まず、平成23年度に放水路に花を植えると

いうことを目的に、町民の方々が中心になっ

て花づくりをしようということで団体をつく

ろうとしておりました。それが既存の、既存

といいますかＮＰＯの花づくり協議会の前身

のものだというふうに考えてください。その

ときにはまだそういうふうな思いでつくって

おる途中でありますので、まだ団体の要素は

できておりませんでした。 

 ただ、その中で、そういう話をしている中

で、多様な担い手による補助金というのが県

のほうであるということで、それを活用する

ということで、先ほど言いました23年度は５

つの団体をつくってうちなだ花づくり協議会

というものを、そのつくっていたものと別に

５つの団体の総称としてそういうふうな名称

をつくったものでございます。 

 ですから、今説明するに当たりまして、そ

の５つの団体のまとめをちょっと区別するた

めに、チームうちなだ花づくり協議会という

ふうにちょっと呼ばせていただければ区別が

つくかなというふうに思います。 

 チームうちなだ花づくり協議会の中に既存

のつくろうとしていたうちなだ花づくり協議

会というものがありまして、そこが動いてい

たと。そこから、先ほど言いました１万7,000

円が協力金として来たというふうに認識して

ください。 

 平成23年度はその５つの団体でそのまま進

みました。平成24年度の７月に、このチーム

花づくり協議会じゃない、ここのうちなだ花

づくり協議会がＮＰＯのほうの団体に、７月

になりましてその時点でチーム花づくり協議

会の面に入りまして６つの団体になったとい

うことになるものでございます。それで、う

ちなだ花づくり協議会のＮＰＯの前身のもの

と全体のものとの区別がつくかと思います。 

 それで、先ほど喜多のほうが説明いたしま

したのは、その加盟団体であるＮＰＯとかそ

れぞれの諸団体の会計報告についてはうちは

知る必要はありませんと。ただ、全体のチー

ム花づくり協議会、補助団体であるチーム花

づくり協議会のそれの会計報告につきまして

は、平成23年度及び24年度について把握する

必要はあるというふうに考えております。 

 先ほどもう一つ、５団体から６団体になっ

たということで、委員会のほうに報告がなか

ったということにつきましては、これは私の

ほうでちょっと説明不足であったということ

で、ここでおわびしたいというふうに思って

おります。 

 そういう違いがあるのでご理解いただきた

いというふうに思います。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今の説明もわかった

ようなわからないような説明なんですが、厳

密に言うと、でも、この一般町民の皆さんか

ら会費を集めたのはＮＰＯになる前に集めて

いるので、私はＮＰＯ法人が認可されてから

会費を集めたのであれば、そこに関しては今

の説明で通るかなと思うんですけれども、Ｎ

ＰＯ法人に認可される前にやっぱりお金を集

めているでしょう。それに対して町が何にも

知らないで、聞けませんというのは私は絶対

おかいしと思うので、この辺は私はちょっと

明らかに今後していきたいと思います。 

 次の質問に行きますが、あの斜面は国とか

県の管轄であって、放水路ののり斜面はあく
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までも内灘町の地面じゃないですよね。そこ

を利用して花を植えられているんですが、万

が一、このＮＰＯ団体も補助金終了後、この

事業の継続が難しいと、誰もする人おらんわ

ということになって放置された場合に、あそ

こは一体どうなるんですか、お聞かせくださ

い。 

 結局、今、昨年、芝桜植えましたよね。そ

して、草が生えないように黒いシート等も張

られていますよね。ああいったものも、結局

継続されないで、誰もやる人がいなくなった、

世話する人がいなくなったということで放置

されたときには、あそこは本当にまたもとの

とおりの荒れ地として仕方ないわで終わるん

でしょうか。今後その責任問題については町

は一切関係ないで終わるんですか、お聞かせ

ください。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 現在、

事業を引き継ぐ予定でありますＮＰＯ法人う

ちなだ花づくり協議会につきましては、その

花の管理、そういうものを目的にしてつくら

れた法人でありますので、単純につくった任

意の団体でもございません。きちっと決まっ

たＮＰＯ法人であります。 

 それで、实際、かなりの事業が必要だった

わけなんですけれども、現在のＮＰＯ法人の

メンバーとか費用でできるような範囲の事業

をしていこうということで計画変更している

ところでございます。そういうふうに伺って

おります。 

 ですから、今の2,000平米の花の部分、それ

とさらに追加して2,000平米の部分、そこら辺

の維持管理についてきちっと継続していくと

いうふうには考えております。 

 それと、今回の多様な担い手の事業につき

ましては、新しい公共ということで、官だけ

じゃなくて、民間の団体とあわせてそういう

ふうな事業に取り組んでいこうというのがこ

の補助金の趣旨でございます。ですから、当

然ＮＰＯ法人がこのまま進めていけるように、

町としてはその相談に乗っていく必要はある

というふうには思っております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 ここ数年、国や県な

どから景気対策や雇用対策などの理由でいろ

いろな補助金が打ち出され、当町でも数々の

補助金を受けております。国民の皆様の大切

な税金で恩恵を受けているものと思います。 

 しかし、昨年度に終了したモーガニックの

事業では、雇用創出基金事業の名目で３年間

で約4,500万円もの多額の補助金を受けなが

ら、補助金終了とともに事業も打ち切りとな

りました。今年度においても電子マネー調査

委託事業に1,000万円、いずれも大変多額な補

助金を受けていながら、補助金終了後の事業

計画や継続した雇用の創出などが全く見られ

ないといった結果となっております。 

 今回のうちなだ花づくり協議会においても、

今年度で補助金は終了となります。平成25年

度からはＮＰＯ法人であるうちなだ花づくり

協議会が単独で事業を継続されると伺ってお

りますが、町としては今後も何らかの形でこ

の事業にかかわっていくのかどうか、お聞か

せください。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 先ほ

ども言いましたとおり、この事業につきまし

ては新しい公共という考え方でＮＰＯ法人等、

いろいろな各種団体がしていく事業のための

補助金であります。 

 ですから、これについて今から今後はＮＰ

Ｏ法人が中心になってやっていくわけなんで

すけれども、町としても新たな公の中の一つ

の団体であると考えていますので、お金をつ



 －31－ 

けるとかそういうことじゃなくて、その事業

推進のための相談に乗ったり、例えばボラン

ティアとして一緒に作業に加わるとか、そう

いうことは当然していかなければならないと

いうふうに考えております。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 いずれにしても、国

民の皆様からお預かりしている大切な税金を

当町の安易な事業計画で水の泡のごとく終わ

らせることのないように、今後は事業主の

方々ともしっかりと打ち合わせをし、補助金

などが終了した後もできる限り事業の継続、

そして雇用の継続を図れるよう努力していた

だきたいと思います。 

 なお、このうちなだ花づくり協議会につき

ましては、不明瞭な点が多々ありますので、

所管の委員会におきまして委員長に報告の上、

継続して審議させていただきたいと思います。 

 これで私の質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時からといたします。 

           午前11時51分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時00分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 11番、水口裕子議員。 

   〔11番 水口裕子君 登壇〕 

○11番【水口裕子君】 2013年３月議会で、

通告により一問一答で質問を行わせていただ

きます。 

 川口新町長には、これから町民のために

日々精励してまちづくりをしていっていただ

きますように期待しております。 

 まず、開かれたまちづくりへの基本姿勢を

お伺いいたします。 

 まだお忙しいとは思いますが、落ちつかれ

たら定期的に一般町民の声を聞く、それも直

接聞く機会を持つことは今までどおりのよう

にお考えになっているでしょうか、いかがで

しょう。町民は町長が雲の上の人ではなく、

いつでも会える、話が聞いてもらえるという

住民目線での町政運営を望んでおります。町

長も一昨日の方針演説でも、そしてきょう午

前中の答弁でも、住民の声に真摯に耳を傾け

ていくと何度もおっしゃっておりました。 

 そこで、その实現のために、今までは町長

談話审というのがありました。タウンミーテ

ィングもありました。しかし、町長談話审は

ホームページから消えましたけれども、それ

は私は川口町長が独自の方法を考えていらっ

しゃる。町民との触れ合いということをどう

いうふうに考えていらっしゃるか、川口新町

長にお伺いしたいということと、今後の、そ

ういうふうにして町民の声を取り入れながら

開かれた町政、町民と一緒にやっていくこと

も大事だということも方針演説で述べられて

おりました。 

 町民と一緒にやっていくことも大事だとい

うことも方針演説で述べられておりました。

町だけでは、行政だけではとてもやっていけ

ることはないと、町民の力もかりながらやっ

ていくということもおっしゃっておりました

けれども、この開かれた町政への思いを、ぜ

ひとも町長みずからの口でお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 水口裕子議員ご質問

のまちづくりへの基本姿勢についてと、あと

町長談話审やこれまでのタウンミーティング、

どうするかというご質問にお答えいたします。 

 まず最初に、まちづくりへの基本姿勢につ

いてお答えいたします。 

 さきに、きのうですか提案理由の説明で申
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し上げましたし、またきょうの能村議員のご

質問にもお答えいたしましたが、私のまちづ

くりの基本姿勢は「誰もが住んでよかった、

住みたいと实感できるまちづくり」であり、

町民の皆様、町議会の皆様のご意見に真摯に

耳を傾けて、町民の融和に努め、真に町民に

開かれた町政を目指したいと今思っておりま

す。 

 「教育・子育て」「定住促進・開発」「福

祉・環境施策」「安心・安全対策」「産業育

成・観光」の５つの基本方針に基づき鋭意取

り組んでいく所存であります。具体的には６

月議会以降にお示しをしたいと思っておりま

す。 

 また、町長談話审や昨年のようなタウンミ

ーティングは、私は今、開催する考えはござ

いません。しかし、町民の皆様のさまざまな

声を聞くための方法につきましては今後検討

したいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 能村議員とか、その

お話、答弁されたということでございますけ

れども、その答弁、私への答弁を聞いても、

能村議員への答弁もありましたけれども、環

境問題とか子育て支援を頑張るとか観光を広

げていくとか、そういったどこにでも並んで

いるような言葉はお聞きするんですけれども、

それをどんなふうにしたいがために町長にな

られたのか。やはりその長い34年という間、

この役場の職員として頑張ってこられたわけ

ですから、全くの行政の素人ではございませ

んので、やはりもっと具体的にいろんな思い

があって、自分はこうしていきたいんだ、そ

ういう思いを持って、熱い思いで立っていら

っしゃるんだと思うんです。ですから、そこ

のところを、観光をやります、子育て支援を

やります、そういうのではなくて、もう尐し

具体策をお聞かせいただければありがたいか

なと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 この具体策につきま

しては、今答弁いたしましたとおり、６月議

会以降にお示しいたしますので、ご理解のほ

どよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 本当はやはりここで

その具体策をお聞きしたかった。 

 例えば子育て支援、県で一番、それを超え

て日本で一番にするんだというお話もござい

ました。じゃ、日本で一番にする具体策は何

なのか。ワクチンの接種、それから18歳まで

の医療の無料化。それで県だけではなく日本

一の子育て支援の町になるわけではないと思

うんです。だから、そういったことをもう尐

し具体的に本当は聞かせていただきたかった

のですけれども、あとたくさんお聞きしたい

ことがございますので、次へ移らせていただ

きたいと思います。 

 町民の声を聞く場、それは同じことを同じ

ように続けていくことが一番ではございませ

ん。先ほど申し上げましたように、新しい町

長には新しい方法があると思いますので、ぜ

ひとも町民誰もの声が届くようなそういった

方法を考えていっていただくようにお願いし

ておきたいと思います。 

 では次に、男女共同参画について町長の基

本姿勢をお伺いしたいと思います。 

 これもやはりずっと長い間、役場で広岡先

生を招いて職員の男女共同参画の勉強会があ

ったとか、いろいろこの８年間、役場の方た

ちは男女共同参画について学んでこられたと

思います。ですから、それを基本として、ぜ

ひとも新しい川口町長がまた新しい切り口で

男女共同参画をどのように進めていかれるの

かお聞かせいただければと思います。 

 特にいつも申し上げておりますように、あ

す３月８日は世界女性デーでございます。こ
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このところ毎年、ここに黄色い花をつけて出

てまいったんでございますが、きょうはそれ

はなしということで、ことしも３月議会で女

性問題について取り上げさせていただきます。 

 これからの尐子化とか超高齢化の時代に、

女性の視点は欠かせないということについて

は異論はないと思います。女性が活躍してい

るところは、会社でも、町でも、いろんなと

ころでも活気があって元気があると言われて

おりますが、町長がずっとこの間言われてき

たように内灘町に元気がないということがも

し本当にあるのならば、それは女性が正当に

評価されていなかったからではないかという、

そういう一面を私は感じます。 

 内灘を再生させるためには、女性が働きや

すい環境を整備すること、町会や公民館、各

種組織への女性の参画がふえることなどを目

指して、男性が家事や育児、介護への参加率、

参加してくださることを引き上げて、女性が

生き生きと活躍できるように改革を続けてい

ってくださることが町長には求められている

と思います。 

 そこでお伺いいたします。町の再生、活性

化のために、今後、男女共同参画をどのよう

に進め、女性の参画を進めていかれるか。大

きな問題は性別による仕事の固定化と女性の

意思決定過程の参加、これをいかに引き上げ

ていくかということであるということは、や

はりずっと職員としてそのことを学んでこら

れた町長には、その解決策、なかなかすぐに

解決できるものでないということは私にもわ

かっておりますけれども、それに向かってど

のように進めていかれるか、町長はどうお考

えかお聞かせいただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 ご質問にお答え

させていただきます。 

 内灘町男女共同参画まちづくり条例の基本

理念のとおり、男女がともに対等な立場で社

会のあらゆる活動に参画していくためには、

仕事、家庭生活、地域等の活動にバランスを

とって参画できる環境づくりが、議員述べら

れたとおり大変大切なことであると考えてお

ります。 

 今後も条例に基づき策定された男女共同参

画推進行動計画に基づきまして、さまざまな

環境整備を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 私は、新しき町長の

まちづくりへの姿勢をお尋ねしたいと思って

ここへ出てまいりました。難しいというか、

一つ一つ数字を挙げてどうのこうのしてくれ

という、そういう問いかけではございません。

どういう思いで町を運営していかれるのか、

その基本になるところをお聞かせ願いたいと

思っております。 

 これからもこうやって職員さんが代弁して

お答えになるのかと思うと非常に残念です。

職員さんの答弁は別に悪いということではあ

りませんけれども、前の町長の続きを何か聞

いているようで、そんな錯覚に陥ります。 

 ぜひとも新しい言葉で町長にお答え願いた

いと思いますが、時間がどんどんなくなりま

すので、次へ行かせていただきます。 

 同じ問題は役場内にもあります。女性が上

を目指すときにガラスの天五というのがこの

上にあるということは町長もお勉強されてご

存じだと思います。この見えない壁をどうし

ていくか。役場内の事情をよくご存じの町長

にお伺いいたしたいと思います。 

 それから、今後の女性の管理職登用につい

ても町長はどうお考えか、ぜひともお答えを

お願いします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 今ほどの女性の管理

職の話でございますが、女性だから、男女共

同参画のものだから管理職になれるというの
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は基本的には私は間違っておると思います。 

 やはり女性でも实力のある方はどんどんと

管理職に引き上げていきたい、そういうもの

が私の基本方針でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 それで結構だと思い

ます。ただ、環境整備を、女性がそうやって

働ける環境整備のほうをしっかりとお願いし

たいと思います。 

 次に、ひとり親家庭についてお伺いします。 

 ひとり親家庭というのは特に女性のひとり

親家庭が多いわけです。そして、経済的にも

男性のひとり親家庭の半分以下の収入しかな

いということで、貧困率は世界で一番だとい

うふうにも聞いております。これはまさしく

女性問題であります。男性に父親としての責

任を厳しく求めなければなりませんけれども、

一方ではやはりひとりで子育てをする女性た

ちに自治体からの支援をしっかりとお願いし

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

 そして、現行のひとり親家庭の奨学金資金

は月額2,500円、年３万円でもございますけれ

ども、その月2,500円が本当に内灘町のひとり

親家庭への助成ということで温かい気持ちが

通じてくるということを伺っております。ぜ

ひともこのひとり親家庭の支援を続けていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 議員のご質問に

お答えさせていただきます。 

 ひとり親家庭への支援につきましては、男

女共同参画推進行動計画の重点課題として、

仕事と家庭の調和を支援するための施策の一

つであるひとり親家庭の自立に向けた支援の

充实を図るため、今後も推進してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 それを聞いて本当に

安心いたしました。内灘町のひとり親家庭の

女性たちも、男性ももちろんそうですけれど

も、喜ぶことと思います。 

 最後に、内灘町には男女平等をうたった本

当に誇るべき男女共同参画まちづくり条例が

ございますけれども、今後、いろいろな施策

をするに当たってこれを遵守していっていた

だくということになると思いますけれども、

その思いと、そしてその中には４割条項とい

うのがございます。 

 先ほどちょっと問題になっていましたけれ

ども、審議委員とかいろんな行政への参画と

いうことで男女どちらかが４割以下になって

はいけないというそういう４割条項というの

がございますが、これが今31％ほどだと伺っ

ております。今まで一生懸命進めてきていた

だきましたけれども、まだ達成しておりませ

ん。川口町長のもとで、ぜひ４割達成してい

ただきますように、その意欲をお聞かせくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 ご質問にお答え

します。 

 内灘町男女共同参画まちづくり条例の規定

に基づき各種審議会や委員会の委員構成が、

男女いずれか一方の委員の数が10分の４未満

とならないように努めなければならないとい

う、いわゆる４割条項が規定されております。 

 現在、先ほど議員が述べられたように、女

性委員の割合は31.5％の状況でございます。

40％に現段階では届いておりませんが、尐し

ずつながら成果は上がっていると考えており

ます。 

 今後も条例に基づき、達成に向けて努めて

まいりたいと考えております。 

○11番【水口裕子君】 遵守のほうは。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 条例を遵守してやっ
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てくださるんですねということをお聞きしま

したけれども。済みません。今まで教育次長

にお答えいただきましたけれども、このこと

は川口町長のお言葉というふうに受け取って

よろしいのでしょうか。それを兼ねて、町長

に今の遵守のことはどうされますかというこ

とをお答えいただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ４割条項の遵守につ

きましては……。 

○11番【水口裕子君】 条例の遵守。 

○町長【川口克則君】 条例はもちろん遵守

しますけれども、この４割条項はこれは努力

目標でございますので、なるべく努力をした

いと、そういう方針でいきますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 職員さんはぜひ達成

できるように努力したいということでしたが、

町長はなるべくということで尐し残念なんで

す。必ずできるものでないということはわか

っております。しかし、それを目指してしっ

かりと頑張っていただきたいと思います。 

 では次に、高齢化への対忚です。 

 これからの急激な高齢化は、市町村にとっ

て住民の安心・安全を確保する上で大変大き

な問題であって、それを乗り切っていくため

に社会システムの構築にはこれまで以上に男

女の協力、協働が必要になってくることは、

さきの項でも述べましたし、異論のないとこ

ろだと思います。 

 そこで１番目に、高齢化が急速に進む内灘

でも不安な思いが広がっております。そこで

町長は、町民福祉のエキスパートであった経

験を生かして、この不安をどのように行政と

して解消していかれるか、お聞かせいただき

たいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 内灘町は、高

齢化の進展に伴いまして、現在のところ、平

成26年には高齢化率が21％を超える超高齢社

会の到来を目前に控えております。 

 高齢者対策につきましては、町におきまし

ても重要な課題であるというふうに位置づけ

ております。高齢者の方が安心して自宅で生

活ができるよう、地域で高齢者を見守り、支

え合うネットワークづくりをさらに推進して

まいりたいというふうに考えております。 

 また、地域包括支援センターを核として町

社会福祉協議会や医療機関など関係機関と情

報を共有し、病気の早期発見による重篤死、

これは病気が進んで死に至るという場合です

が、そういう場合や孤独死を防げるよう、医

療と介護の連携強化を図りながら、新しいケ

アシステムの構築にも努めてまいりたいとい

うふうに考えております。 

 いずれにいたしましても、高齢化が進行す

る中で高齢者の方々が抱いていらっしゃいま

す健康面への不安感や孤独感、それから日常

生活における買い物や交通手段等の課題につ

きましては、その解決に向けた対策をより一

層推進し、内灘町に住んでよかったと言われ

るようなそんな安全・安心なまちづくりを目

指し、鋭意取り組んでまいりたいというふう

に考えております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 これこそ本当に町長

の専門分野、得意分野でございますので、安

心していてよろしいのでしょうか。 

 町長、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 今ほど北部長が言わ

れたとおりでございますけれども、私の頭の

中にはもう一つ、在宅介護、在宅医療という

のがこれから大きな問題になってくると考え

ております。 

 ですから、そのシステムの構築もあわせて
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今後考えていこうとそのように思っておりま

すので、ご理解のほどお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 高齢者に優しい町は

障害を持った人たちにも優しいまちづくりに

なっていくと思いますし、誰もが住みやすい

町になっていくことと思いますので、ぜひと

もその知識を生かして、いいまちづくりをし

ていっていただきたいと思います。 

 次に、同じ高齢化のことに関してですけれ

ども、町長が今おっしゃったように町全体、

行政としての大きな福祉の取り組みと同時に、

一方では町会などの地区単位で地域コミュニ

ティとしての取り組みがまた必要になってく

ると思います。 

 先ほど北部長が言われたように孤独死を防

ぐとか、見守りを強化していくとか、そうい

ったことに対してコミュニティが、町会とか

そういったものが対忚していかなければなら

ない、町と一緒に協働してやっていかなけれ

ばならない、そういう時代が来るわけでござ

いますけれども、昨年の秋から３カ年計画で

始められた東京大学との共同研究ですね。こ

れは内灘町が誇る地域資源である地区公民館

網、各地区に１つずつ地区公民館があるとい

うこのすばらしい公民館網を生かして、超高

齢化社会への安全システムをつくっていこう

というものだったと理解しております。既に

東大と地域との話し合いが14か15くらいの地

域で済んだというふうにお聞きしましたけれ

ども、将来の地域づくりの夢をその中では大

きく膨らませている、期待しているところも

あるやに聞いております。 

 この共同研究事業は、福祉の最前線におら

れた町長は、今おっしゃられたそういうシス

テムをつくっていく上に必要性を人一倍お感

じになっていると思うのですが、そして文教

委員会では一緒に議論させていただきました

けれども、内灘町民が超高齢化社会を乗り切

っていくために大切なものではないかと思い

ます。この共同事業についてどのようにお考

えか、お答えをお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 ご質問にお答え

させていただきます。 

 東京大学とは、昨年、共同研究事業に関す

る協定書を取り交わし、本年３月末には17地

区全ての公民館の調査を終了する予定をして

おります。この３月に東京大学の皆様がこち

らのほうに調査のため来町されますので、今

後の共同研究につきましても協議してまいり

たいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ちょっと何かはっき

りしないような気がしたのですけれども、こ

の共同研究事業はやっぱり継続していってい

ただかないと、これからの超高齢化社会に向

かってどうしていくんだというふうに不安を

感じている町民はがっかりすると思います。

ぜひとも継続を、29日でしたか、それはいい

方向で進んでいただくようにお願いをいたし

ます。 

 では、４番のエネルギー問題について質問

いたします。 

 内灘町のエネルギー、原子力発電所に関し

ての政策についてお伺いします。 

 福島では、そして東北のほうでは津波、そ

して原子力放射能被害、そういった方々の大

変深刻な状況がまだまだ続いております。一

日も早い復興をお祈りして、質問させていた

だきたいと思います。 

 福島第一原発の重大事故で明らかになった

危険な原子力発電所を54基つくってきた張本

人であるにもかかわらず、自民党政権は何の

反省もなく、また経済最優先で原発を再稼働

させようとしているように見受けられます。

この姿勢に国民には怒りと不安が広がってお

ります。内灘町でも同じことでございます。 

 石川県では、ここからわずか40キロほどし
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か離れていない志賀原発が、その真下に活断

層があると、もう30年以上前から指摘されな

がらも全く知らぬ顔で運転を続けてきて、こ

れもまたいつ再稼働しようかというそういう

時期をうかがっております。 

 その上、どこの原発内のプールにも使用済

み核燃料が大量にあることや、原発は停止し

ていてさえも大事故を起こすということを、

私たちは福島の事故で知ってしまったわけで

す。そして、放射能被害は同心円で20キロ、

30キロと、同心円状に広がるものではなく、

風向きなどの気象条件によるものだというこ

とを、ここにいる誰もがもう既に知っており

ます。 

 私たちは菅野飯舘村の村長さんを、私たち

と同じ状況、原発から40キロのところであり

ながら、何も安全協定も、そして防災計画も

なく、ただ被災してしまって大変なことにな

ったという菅野飯舘村の村長さんをお招きし

てお話を町民ホールで直接お聞きいたしまし

た。もうあの話を聞いて、内灘町が40キロだ

から、50キロだからといって安全だなどと誰

も考えてはいませんし、再稼働はもうやめる

べきだと思っております。 

 新聞でも２月の何日でしたか、７割から８

割の国民が原発はもうやめてほしい、そこか

ら去っていくべきだというふうに答えており

ました。 

 これを踏まえて、原発は稼働していないこ

の瞬間にも苛酷事故を起こす危険をはらんで

いることがわかりました。原子力防災計画が

ないまま重大事故が起こったら、10キロ、20

キロのところから助けを求めてくる、避難し

てくる人に私たちはどう対忚するのか。そし

て、そうこうしているうちに自分たちが逃げ

おくれるのではないか。逃げるとすれば、ど

こにどうして逃げていけばいいのか。そうい

う逃げていくべき相手、自治体とのつながり

も今のところはまだありません。ヨウ素剤は

配備されましたけれども、いつ飲めばいいか。 

 そして、私たちの特別な特殊な事情として

は、酪農の牛たち。福島でたくさんの牛だけ

でなく動物たちが死にましたけれども、酪農

の牛たちはあのようにして見捨てられるので

しょうか。 

 そういうふうな心配に忚えるために、内灘

町も原子力防災基本計画の策定を進めていた

だきたい。また、今までもずっと求め続けて

きましたけれども、今後も川口新町長のもと

で北陸電力に意見の言える安全協定の締結を

求め続けていただきたいが、いかがでしょう

か、お伺いします。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 防災の担当部長

として私のほうからお答えをいたします。 

 国の原子力災害の対策指針に基づきまして、

先月、２月22日、県の防災会議が開催をされ

ました。そこで、石川県の原子力防災計画が

示されております。この計画では、避難計画

等について重点区域は30キロということで、

それに基づく計画になっております。 

 30キロを超える内灘町としては、今後とも

県と協議をしまして町としての対忚を考えて

いかなければなりません。これまで準備をし

てきた安定ヨウ素剤の服用、そういったこと

についてはまたマニュアルの作成など努めて

まいりたいと考えております。 

 北陸電力への安全協定につきましては、本

来、この原子力安全協定については、原発が

立地している自治体が電力会社と締結するも

のであります。 

 今、その周辺自治体、七尾や羽咋、中能登

町におきましても、これまでの立会人という

ことではなく、安全協定をどうしていくかと

いうことで北電と協議中というふうに聞いて

おります。ただ、まだ協定には至っておりま

せん。 

 内灘町としては、そういった推移を見守っ

ていくということになるというふうに思って
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おります。 

 ただ、石川県の防災計画の中では、30キロ

を超える自治体に対しても県のほうから逐次

情報を送るということで、昨年行われました

原子力の訓練におきましても情報は内灘町の

ほうにも入っております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 今ほど情報が入って

いるということでございましたけれども、そ

れはやはり内灘町が30キロの外であるけれど

も、本当にしつこく、嫌がられながらでも30

キロ圏外の私たちにも情報をくれと、私たち

も蚊帳の外にしないでくれということを言い

続けてきたから、職員さんたちも、そして前

の町長もそういうことを言い続けてきたから

情報が来ることになったわけで、ほかの市町

からも内灘頑張ってくれやというふうなこと

を聞かされております。 

 ぜひとも町長にも、これは本当に町長の気

持ち、心一つでやっていけることだと思いま

す。町長が、国は国民を守らないと、電力会

社や官僚やそういったものを守っていくだけ

で国民を守ってくれないんだということはも

う何回もここで私言っていますので、町長も

耳にたこができるほど知っていてくださると

思いますが、今まではあちらで一町民部長さ

んとして聞いていらっしゃった。でも、今は

ここの一番重要な場所で、２万7,000の命を肩

に背負ったそういう立場になって、この私の

同じ、また言っとると思われているのか、そ

れとも２万7,000の命を肩にしょって、やっぱ

りこれはやっていかねばならないと、引き続

き安全協定も求め続けていかなければならな

いし、防災計画も30キロ圏外ではあるけれど

も、つくって、そして町民の命を守らなけれ

ばならないというふうに思われるのか、そこ

のところをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 原発事故の怖さ

というものは国民の誰もが今回の福島の事故

を受けて強く認識しているところだというふ

うに思っております。しかし、国において今

さまざまな視点で調査をし、議論をしている

ところでございます。 

 町としては、県に対してもこれまでさまざ

まな形で要望してまいりましたが、そういっ

た要望も踏まえて今回の計画が示されてきた

というふうに受けとめております。 

 今後は、また国の方針、それから県とのま

た協議は続けてまいりたいというふうに思っ

ております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では、ここではっき

りと、町長の原発は再稼働はどう考えておら

れるのかということについてお聞きしたいと

思います。 

 町長もご存じのように、内灘町の議会では

2011年９月議会において、原発の再稼働は100

キロ圏内の自治体と議会及び住民の意思を尊

重することという趣旨の福島からの避難者、

浅田さんの請願を全会一致で採択しておりま

す。国が安全を確保したら国の出方を見てと

いうふうな安全神話が再来するようなことは

もうやめて、町長がやはり町民を守ってくだ

さい。町長は再稼働についてどうお考えにな

りますか。 

 はっきりと方向を示さずに、理解できない

業界用語でごまかしたり、ずるずると引き延

ばしたあげく、市民が疲れて諦めたころを見

計らって強引に決めるというやり方がこのご

ろ日本の中枢ではまかり通っております。国

民の先ほども言いました７割近くが脱原発を

望んでいると報道しているのに、政府は全く

耳をかさず、大人たちも異を唱えません。 

 子供たちの心、教育が大事とおっしゃいま

した。このままでは子供たちの心へよくない

影響があるでしょう。未来の日本人は長いも

のに巻かれる、ずるいものばかりになってし
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まうのではないか。そこに日本の発展はあり

ません。心配です。 

 町長にははっきりと再稼働は見送ってほし

いと。できれば脱原発だと。そこまで踏み込

んでいただきたいけれども、原発、特に志賀

原発についてどういうふうにお考えか、お聞

かせください。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 原発の再稼働に

ついてでありますが、原子力規制委員会が本

年２月６日に求めましたそのパブリックコメ

ントでは、新安全基準の骨子案で、原子炉施

設における設計基準の強化、深刻な事故に対

する対忚策の新設、地震、津波に対する対策

強化の３項目について見直しがされており、

志賀原発の再稼働につきましてもこの新安全

基準による審査となると聞いております。 

 また、新基準とは別に、報道では志賀原発

１号機直下のＳ－１断層の疑いにより、早期

の再稼働は困難との報道等もされております。

その点につきましては、慎重に専門的な調査、

あるいは北陸電力としての調査も行っており

ますので、その推移を見守ってまいりたいと

いうふうに思っております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 その細々とした説明

は要らないんです。私は町長に、町民の命を

守ることを第一義に考えますと、そうおっし

ゃってください。お願いします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 今ほど高木部長が言

われたとおりでございます。私の意見も、こ

の今原子力規制委員会で新安全基準を見直し

てしております。ですから、国の動向を今後

見きわめていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では、もう時間がご

ざいません。 

 内灘闘争の質問に移っていきたいと思いま

す。 

 今からちょうど60年前のこの３月、米軍の

砲弾試射場としての最初の第１発目が内灘海

岸で炸裂したのであります。その後、試射場

接収反対闘争は激しさを増し、全国的な規模

で展開された歴史的な平和運動、内灘闘争と

なっていったことは広く知られているところ

です。 

 1952年の９月に、そのときの政府から内灘

海岸を試射場にするという通知があり、翌53

年６月には強制接収に反対して座り込みをす

る「おかかたち」へ、全国からの支援の輪が

広がって、内灘の名前を全国に知らしめまし

た。つまり今現在は、昨年９月からことしの

９月まで内灘闘争60周年の真っただ中であり、

大手の新聞もこぞって内灘闘争60周年を特集

しております。ごらんになったかどうかわか

りませんが、朝日新聞でも３回にわたってこ

としの２月に特集がありました。２月じゃな

い。２月に特集したのは読売新聞です。そし

て朝日新聞は、昨年の11月にやはり３回にわ

たって上中下と特集しました。毎日新聞もち

ょっと前ですけれども、内灘闘争について書

いております。 

 そんなふうにして全国からやはりいろいろ

注目されている内灘闘争でございますけれど

も、現在は、この朝日新聞には前の岩本元町

長が「対立を引きずっている人なんか一人も

いませんよ。先人が闘ってきた歴史を後世に

残すことが大切です」というふうなコメント

を寄せられております。 

 郷土の平和のために「金は一年、土地は万

年」を掲げて強大な権力に向かった内灘人。

内灘人といえば川口町長も生粋の内灘人であ

ります。どうか内灘闘争をどう捉えていらっ

しゃるか、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 
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   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 内灘闘争をどう捉え

ているかというご質問でございます。お答え

いたします。 

 内灘町は、多くの先人の皆様の並々ならぬ

ご苦労とご努力により、今日の内灘町が築き

上げられ発展してまいりました。この内灘町

の歴史、文化、伝統を尊重し、後世に伝えて

いくことが、今を生きる私たちの大切な使命

であると思っております。 

 議員ご指摘の内灘闘争は、基地反対闘争の

先駆けとして全国的にも有名であり、内灘町

の歴史の中では欠くことのできない大きな出

来事として私は捉えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ここは思いが同じだ

とうれしく思います。 

 ぜひ内灘闘争をこれからも大切にして、後

世に伝えていきたいと思うわけでございます

けれども、その後世へ内灘闘争を伝えていく

に当たって、町の文化財保護審議委員会が、

平成23年12月に内灘海岸に残る米軍試射場射

撃指揮所跡というものと、それから権現森と

斎場の近くに残る着弾地観測所跡を戦跡遺跡

とするに妥当性があるというふうに町に答申

をいたしております。でも、まだ指定が、も

う１年以上たつのにできていない状況です。 

 今までは草刈りなど無償で町に県は管理を

させておきながら、着弾地観測所跡施設の底

地は県有地だ。文化財に指定するなら町が買

い取れと県の農林水産部が言うからだそうで

す。この県の農林水産部の対忚は、私には理

解できません。 

 私が県の文化財課に行ったときには、文化

財課の人は、町がこれを文化財に指定するの

に何の問題もありませんというふうに言って

いましたし、内灘海岸にある指揮所跡の所有

者である国は、底地を町に買い取れというこ

とは全く言っておりません。底地は国のまま

で町が文化財にしていいですよというふうに

国は言っております。 

 かつて、生涯学習課の職員としての経験も

町長にはおありだと聞いております。ご存じ

のように、観測所跡はもう風化してぼろぼろ

になってきております。ここの朝日新聞の写

真にも、こんなふうにして上にペンペン草が

生えてぼろぼろになっているこんな状態が載

っておりますけれども、こんなふうになって

おります。 

 弾薬庫や鉄板道路のように、なくしてから

悔やんでも間に合いません。町は保護を急ぐ

べきだと思いますが、いかがでしょうかお伺

いします。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 今、水口議員が

述べられたとおり、石川県からは県の文化財

として指定する予定はなく、また土地の取得

について土地の取得をしてほしいというふう

な形での回答をいただきました。 

 町といたしましては、土地の取得について

さまざまな観点から検討いたしましたが、土

地の取得については、取得費、またそれにか

かる登記の費用関係、多額の費用が必要なこ

とから、さまざまな協議を行った結果、内灘

海水浴場にあります射撃指揮所と同様に、県

に対しても町のほうへの管理委託という方向

で今後要望を行っていきたいと考えておりま

す。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 管理委託というのは

町の文化財として管理委託していくというこ

とですか。 

 時間がないので、イエスかノーか。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 再質問にお答え

します。 

 今の管理委託につきましては、町のほうと
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県と管理委託契約を結んで、町のほうで土地

を取得しないで管理委託ができるような形で

の指定を進めてまいりたいということでござ

います。 

○11番【水口裕子君】 答えてない。 

○教育次長【長丸信也君】 県は土地を取得

した上で、町有地となった上でそこを文化財

に指定するのは構いませんと、そういうお話

でいろいろ説明がございました。 

 町としては、その土地を取得するためには

多額の費用が必要だという観点から、そのま

ま県の所有の土地のままで、その場所にある

着弾地観測所を文化財指定をさせてほしいと

いうことで今後引き続き要望を続けてまいり

たいということでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 文化財に指定してい

くに当たって、こうやっていろいろ長い時間

がかかっております。これは60周年というの

がこの９月まで一忚あるというふうに私は考

えておりますけれども、この60周年というこ

の記念すべきときに、やはり文化財として指

定していただきたいと、そういうふうに強く

願っております。 

 文化財の指定委員会の方たちも、ただいい

かげんに指定してくれと言っているわけでは

なく、やはりそこの文化財委員会の方々の思

いも受けとめて、ここで町長にぜひともお願

いしたいのですが、県との太いパイプがあり

ます。町長はそういうふうにおっしゃってお

ります。それを町のために生かすとおっしゃ

っておりました。どうぞこの町長のそのお力

をここで発揮していただきたいと思うわけで

す。これが町民たちの誇りである、町の歴史

である、証言者であるこのトーチカ射撃場跡、

これを文化財に指定するために、ぜひとも町

長の力を発揮していただきたい。そのパイプ

をフル活用していただければ、委託されるに

しても、または買い取りするにしても、その

まま何するにしても、とにかくこの60周年以

内に何とかしていただきたいと思うわけです。 

 本当にこの程度のことで町長をお使い立て

するのは心苦しいくらいのものですけれども、

必ず町の活性化に役に立ちます。町の産業振

興課でしたか、やはりあそこのトーチカに行

くところを整備して、観光バスが、何か車が

来てもいいように何年か前にあそこに駐車場

もつくっております。住民のアイデンティテ

ィをつくり上げてきた歴史の証言者、本当に

大事な証言者です。町長もそれは認めてくだ

さいました。ぜひともこの60周年の終わりを、

この文化財指定ということで締めくくってい

ただきたいと思うのです。そのためにぜひ町

長に動いていただきたいと思いますが、いか

がでしょうか、お答えをお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 質問にお答えさ

せていただきます。 

 あくまでも町といたしましては、県のほう

の管理委託が町として受けられれば文化財指

定として進めてまいりたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ここに、一部の町議

からは内灘闘争は負の遺産という声も出てい

る。監視所のある保安林を所有する県は保護

に消極的とありますが、これについてはいか

がですか。これを考えておりますか。 

○議長【夷藤満君】 時間が参りましたので

まとめてください。 

 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 今後はそういう

方向で努力していきたいと考えております。 

 以上です。 

○11番【水口裕子君】 ありがとうございま

した。 

 ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水文雄議員。 
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   〔10番 清水文雄君 登壇〕 

○10番【清水文雄君】 清水文雄です。 

 ちょっと風邪を引いておりましてお聞き苦

しい点がございましたらお許しを願いたいと

思います。 

 私、４期14年、今回52回目の質問というこ

とですが、この間、岩本元町長、八十出前町

長、そして川口新町長ということでございま

す。ぜひともわかりやすく、元気を出した、

町長が今言っていらっしゃいます元気の出る

答弁、回答をいただきたいということをまず

冒頭にお願いを申し上げまして、質問に入っ

ていきたいというふうに思います。 

 まず、一問一答方式で質問をさせていただ

きますのでお願いをいたします。 

 まず最初には、2013年度予算案ということ

で、これは町長の提案理由にもございます。

骨格予算で本予算は６月ということでござい

ますから、これから新町長の色が出た町政運

営、予算が出てくるんだろうというふうに思

います。 

 ただ、それを組むに当たって先ほどからも

さまざまな質問なりが出ているところでござ

います。それをまずは進めていくに当たって、

６月議会でその姿勢を示していきたいという

これまでの町長の意向があるわけでございま

すけれども、それを進めていくに当たって、

今町民が一番関心を持っているのは副町長を

どうするのか、教育長をどうするのか、その

ことが今、町民が一番関心を持っている、川

口新町長に対して関心を持っているところで

あるんではないかなと、そんな状況でござい

ますので、町民に対してのメッセージも含め

てどう考えていらっしゃるのか、お聞きをし

たいと思います。 

○議長【夷藤満君】 清水議員、通告にはご

ざいませんが。 

○10番【清水文雄君】 できんがやったらで

きんという回答でもいいんですけれども、町

長の言葉でいただきたいんですが。 

○議長【夷藤満君】 通告制をとっておりま

すので、通告のないものにはお答えできない

ということでございますので、手を挙げない

ので、清水議員、続けて一般質問お願いしま

す。 

○10番【清水文雄君】 議長から今、通告に

ないことを聞くなということで言われました

ので、答弁がないというのは大変非常に残念

ですけれども、町長の言葉で姿勢なり持って

いるものをお聞きをしたかったものですから、

まず冒頭に質問をさせていただきました。 

 ２つ目でございますけれども、これからさ

まざまな施策を展開をしていくという意味で

は、やっぱり財政問題が一番大事だろうとい

うふうに思います。これは川口町長も34年間、

この内灘町で行政マンとして働いていらっし

ゃった。一番内灘町の財政のことをわかって

いらっしゃるんじゃないかなというふうに思

うわけでございまして。 

 そういう意味では、まず姿勢として、今、

国が、国の歳出カットという面も含めて、地

方公務員の人件費の削減、これを地方交付税

にかぶせてくる、地方交付税をカットしてく

る、そんな状況が生まれておりまして、これ

は町長もご存じだろうと思います。そういう

意味では、そのことが地方財政に与える影響

というのは私は大きいと思うんです。その地

方交付税、言ってみれば地方分権も否定した

ようなそういう動きについて、町長の考えな

り、どんなふうに受けとめていらっしゃるの

かお聞きをしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 清水文雄議員のご質

問にお答えいたします。 

 今、国も地方も大変厳しい状況が続いてお

ります。それで毎年毎年、地方交付税が減額

されると。そのためにも私はこの行財政改革

の推進を必ずやり遂げなければならないと考

えております。 
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 その中身といたしまして、行政全般の本当

に徹底した無駄の削減であり、その实現に当

たり、いま一度、町の行政機構を原点に返り

見直すことによりスリム化を図ってまいりた

いと考えております。 

 それが終わった段階で、職員の人件費とか

そういう話も出るかと思いますので、今はこ

の２つを基本姿勢として行財政改革に取り組

みたいと、そのような考えでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 どこの自治体でも、

この行財政改革というのが大きな課題になっ

ておりまして、その限られた財政の中でどう

やっていろんなさまざまな施策をやっていく

のか。そういう意味では、町民の方にも協力

を得なければなりませんし、職員の皆さんに

も協力を得なければならない、そんなふうに

考えるわけでございます。 

 ただ、その進め方に当たって、私は行政に

携わる人だけが考えてやっていってもだめだ

と思うんですよ。そういう意味ではやっぱり

民間の人たちなんかの意見も入れながら、こ

の間、評価委員会やさまざまな形の中で行財

政改革、集中プランも含めて推進をしてきて

いるわけでございますけれども、町長にお聞

きをします。 

 具体的に、行財政改革をやるというのはわ

かるんですよ。町長の考える具体的な進め方、

基本姿勢、そんなものが見えてこない。言葉

では行財政改革は誰でもそれは必要なのはわ

かっているんです。その基本姿勢をぜひとも

示していただきたい。 

 同時に、それを進めるに当たっての民間人、

民間の考え方というものをどんなふうに入れ

ていくのか、またどんなふうに考えているの

かお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 清水議員のご質問に

お答えいたします。 

 先ほど言いましたとおり、私の行財政改革

の基本は本当徹底した無駄の削減とスリム化

でございます。そして、もう一つの基本方針

といたしまして、これまでの内灘町の行財政

改革といったら、ずるずると何年にもわたっ

ての行財政改革でございました。そういうこ

とがまた町を尐し疲弊させた原因の一つかな

とも考えております。ですから私は、これを

単年度的にやりたいと。平成25年度には、そ

の行財政改革の計画を皆様にきっちりとお示

しして、26年度、単年度で实行したい、そう

いう姿勢でございます。 

 それともう一つ、スリム化の具体策といた

しまして、先ほど生田議員さんにお答えいた

しましたが、まず私はまちづくり政策部を廃

止し、課の統廃合を含め組織のスリム化を図

りたい、そして人件費を抑えたい、そういう

考えでございます。将来的には部制の廃止も

考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 先ほどから生田議員

なりの質問の中で行財政改革の課題が触れら

れまして、機構改革をやるんだ、スリム化を

やるんだというふうに町長答弁されておるん

ですけれども、まちづくり政策部というのは、

できたときにもこれ確認をしとったんですけ

れども、ある程度の目標達成をしたら、これ

は暫定的な組織でなくしていくというのは前

提だったわけですよね。町長、34年もいらっ

しゃるんですからよくご存じだろうと思いま

すけれども。 

 そういう意味では、そのことをやることに

よって、どれだけの効果がある。行財政改革

はこうやってやっていくけれども、自分はこ

の部分は大事にしたいんだ。内灘町にとって

こんなところがおくれているんだ。そんなも

のがありましたらお示しを願いたいと思いま

す。 
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○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 清水議員のご質問に

お答えいたします。 

 私の行財政改革は、基本的には聖域なき行

財政改革の案を皆様にお示しをして協議して

いただきたいと。そして、先ほど言いました

とおり、平成26年度、単年度で实行したい、

そのように考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 聖域なき行財政改革

ということで、どこかで聞いたような言葉で

すけれども、町長が先頭に立って行財政改革

やっていく。これも短期にやる。私は行財政

改革というのは永遠の課題だというふうに思

っておるんですけれども、それを短期にやる

という答弁でございました。 

 今後、私も議会としてそのあり方を見てい

きたい、そんなふうに思っています。 

 ４つ目の質問でございますけれども、そう

やってやっていく上で、先ほども言いました

けれども、町民の理解を得なければいけない。

決してこの中の職員の給与をカットするだけ

では、行財政改革というのはそれは進まない

わけ。これは町長もよくご存じだろうと思い

ますけれども、我慢するときは我慢を全体で

する。集中と改革というのが前言われていま

したけれども、それも必要だろうというふう

に思います。我慢をしていくときに、私は町

民の理解をやっぱり得ていくことが大事だと

いうふうに思います。 

 町長の、行財政改革を進めていくためにど

のように町民の理解を得ていくのか、その決

意を具体的にお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 清水議員のご質問に

お答えいたします。 

 先ほどから何度か出ておりますが、地方自

治体を取り巻く環境は本当大変厳しいものが

ございます。こうした中で、清水議員もおっ

しゃったとおり、行財政改革は何としてもや

らねばならない必須項目でもございます。 

 町民の皆様には対話を通じてご理解を得、

私は不退転の気持ちで臨む考えでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 タウンミーティング

はやらない、談話审もやらないという話でご

ざいますけれども、ぜひとも町民との対話を

別の形で積極的に進めていただきたいという

ふうに思います。 

 それで、不退転の決意で先頭に立ってやる。

もちろんそうだろうというふうに思います。

それで、具体的にお聞きをします。前の町長、

これは三役もそうなんですけれども、率先垂

範、行財政改革をみずからが先頭に立ってや

る、そんな決意を具体的に示されてきた。そ

れは、それぞれの給料、これをカットして率

先垂範、自分が先頭に立って見本を示して实

施をしてきたわけですが、そんな決意は川口

町長、ありますか。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 町長の報酬について

も今後検討してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも先頭に立っ

てやるという決意を具体的な形でお示しを願

えれば幸いでございます。 

 それでは、２つ目の質問に移らせていただ

きます。 

 ２つ目の質問、私は本当に残念な気持ちで

いっぱいなんです。この内灘町に宿泊施設が

来たいというところがあったのに、それが中

止になった。それも先ほどから川口町長が申

されておりますけれども、現在の跡地にほの

ぼの湯、それを建設をしたい。先ほど町長も
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言われましたけれども、あそこは県内外の人

からも喜ばれる眺望の、内灘町の誇れる財産

なんであります。それをほかの県外の、町外

の人たちにも共有をしていく、私は必要だと

いうふうに思うわけでございます。そんなほ

のぼの湯、あそこの建設に私はこだわる必要

はないというふうに思うわけです。 

 とりわけ、今マスコミも新聞を開けば北陸

新幹線金沢開業、どうやって交流人口をふや

す。それぞれの自治体が競争しながら、自分

たちの自治体の特徴を、そして多くの方が訪

れていただける、そんなまちづくりを一生懸

命やっておるんです。 

 町長の宿泊施設、とりわけ私が残念だなと

思ったのは、あそこのホテル、国内でも有名

なベストウェスタンインターナショナルホテ

ル、それが来るという予定だったのがだめに

なった。そういう意味では、民間を活用して

いくことの大切さみたいものを、町長は宿泊

施設、どんなふうに考えていらっしゃるのか、

その基本姿勢をお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 山田吉弘都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 今回

のホテルの計画につきまして、平成27年春の

北陸新幹線金沢開業に合わせてホテルを開業

することを目標として計画されたものであり、

計画予定地での目標時期までにホテルの開業

が難しいと判断したため、町と事業者で協議

し、今回取りやめしたものでございます。 

 しかしながら、内灘町としては宿泊施設の

必要性は十分認識しております。候補地の一

つであります福祉センター跡地については、

現在、町の方針といたしまして温浴施設の建

設を計画しており、民間のホテルにつきまし

ては他の場所での建設計画であれば町として

誘致に全力を注いでまいりたいと考えており

ます。 

 また、誘実のターゲットを合宿誘致等に絞

るのであれば、民間もしくは町としてサイク

リングターミナルのリニューアルなども手法

の一つとして考えられます。 

 いずれにいたしましても、町の基本的な方

針を定め、財政状況を考慮しながら、最善の

方策を検討し、早急に対忚したいと考えてお

ります。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも民間活用も

含めてホテル、宿泊施設の誘致を進めていた

だきたい。 

 今の山田部長の答弁の中であった合宿所、

サイクリングターミナル等の活用でございま

すけれども、それは財政が絡む話でございま

すから、町がやるということになりますとそ

れはやっぱりそれなりのお金もかかりますし、

補助金も毎年今のようにつぎ込まなければな

らない、そんなことがありますので、冒頭に

申しました行財政改革の面からも含めて慎重

に、そしてスピード感を持って、ぜひともや

っていただきたい、そんなふうに思います。 

 もう一つは、やっぱり新幹線の金沢開業も

含めて、今、能登有料道路直線化もなるわけ

でございますけれども、多くの人たちが呼べ

るそんな仕掛けづくりも要るというふうに思

うわけでございます。 

 これは町長もご存じだろうと思いますけれ

ども、昇龍道、三重県から９県を竜の形にし

て、能登半島まで９県がプロジェクトをつく

ってそれぞれの地域で観光実を誘致する。と

りわけ中国等の人たちが来れるような、そん

な仕掛けづくりを今進めているということで

ございます。 

 金沢なんかも積極的にやっておりますし、

輪島もやっているという状況で、この内灘町、

先ほども申しましたけれども、福祉センター

のあそこからの眺望やら、あるいは内灘海岸、

これはやっぱり全国に誇れるものだろうとい

うふうに思いますので、ぜひともそういうプ

ロジェクトに参加をして交流人口がふえる、
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そんな状況もつくり出していただきたい。そ

んなことについての提案に対する町の考え方

をお聞きをしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 昇龍

道プロジェクトにつきましては、今ほど清水

議員がおっしゃられたとおり、これは中華圏

から、中国とか台湾とかそこら辺なんですけ

れども、外国人観光実を中部北陸９県へ受け

入れるためのプロジェクトで、これは太平洋

側から日本海側の能登半島、能登半島がちょ

うど竜の首に似ておるということで昇龍道プ

ロジェクトと名づけられたものです。国、県、

市町、観光団体、ホテル、旅行業者等が会員

となっております。 

 石川県内の自治体におきましては、石川県

のほか金沢市、加賀市、白山市、輪島市、七

尾市が会員となっております。いずれも宿泊

施設や観光施設がある地域でございます。 

 今後のプロジェクトの動向を見据えまして、

町としてどうしていくかということを調査研

究してまいりたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも中華圏の人

たちだけではなくて、内灘町がやっぱり外に

向けて発信をどんどんしていく、そんな意味

でも国内の方たちも含めて誘実できるように、

ぜひとも積極的な取り組みをお願いをしたい

というふうに思います。 

 ３つ目の質問です。小学校でのいじめ、不

登校に対する实態と対策についてお尋ねをい

たします。 

 なぜこの質問を入れたかといいますと、あ

るマスコミから電話がかかってきまして、

「内灘町の教育環境って大変なことになっと

るんですか」。町長が言われたというふうに

そのマスコミの方は言われておったんですけ

れども、「内灘中学の不登校生が１割いる。

清水議員、それ本当ですか」、そんな電話が

かかってきました。私はそれは否定をしまし

たけれども、内灘町のやっぱり教育環境のイ

メージというのを私は低下をさせてはならな

い、そんなふうに思うわけでございます。そ

の前後にどんな話があったのかちょっとわか

らないんですけれども、その確認がありまし

たので、ぜひとも教育を、内灘町の教育とい

うのはしっかりしているんだよということも

含めて外に発信をしていく、そんな意味でお

聞きをいたします。 

 内灘町の小中学校のいじめ、不登校の实態

について、どのような認識を持たれているの

か。また、具体的な数字は把握していらっし

ゃるのか、お聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 清水文雄議員の小中

学校のいじめ、不登校についてお答えいたし

ます。 

 何か先ほど町長が何か内灘町が大変なこと

になっとるよと、そういうことを言われまし

たが、どの町長ですか。私、そういうことを

マスコミに言ったこともありませんし、实態

も先般、教育委員会から報告を受けたところ

でございます。それちょっと、どこのマスコ

ミなのか私教えてほしいくらいでございます。 

 それでは、答弁いたします。 

 昨今、いじめ問題が全国的に大きく取り上

げられていますが、いじめによって学業に身

が入らなくなったり、ましてみずから命を絶

ったりすることはあってはならないことだと

私は思っております。 

 内灘町でも、昨年来、町教育委員会が各学

校に緊急提言を出し、総力を挙げていじめ撲

滅に取り組んでおり、その成果が尐しずつ实

を結んでいるとの報告を私は受けております。 

 具体的な数字につきましては担当がお答え

いたしますので、よろしくお願いいたします。 
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 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川真由美学校教育課

長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○教育課長【北川真由美君】 私から具体的

な数字についてお答えいたします。 

 町が昨年から实施しております毎月１日の

アンケートの結果でございますが、直近、こ

とし２月の段階で、小学校で発生した、いわ

ゆるいじめにつながるような気になる事案は

１件、中学校では３件という結果でございま

した。 

 続きまして、不登校の实態でございますが、

これも２月末に調査を行っております。２月

末の結果で、小学校で３件、中学校では31件

となっております。 

 全国平均ですが、全国的には小学校で１学

校に１件、中学校では１クラスに１件という

のが全国平均でございます。この数字からい

きますと、小学校では全国平均を下回り、中

学校では若干上回っているという結果でござ

います。 

 ただ、中学生の31件のうち、教育センター

に開設しておりますステップに通所している

生徒が７名おります。この７名を通学してい

るというふうに考えますと、全国平均並みか

なというところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 マスコミがどこのマ

スコミかというのも含めて後ほどお知らせを

しておきたいというふうに思います。 

 あと、今の实態の数字示されましたけれど

も、全国平均から見ても中学校が若干多い。

ステップに通っていらっしゃる方７名という

ことでございますので、内灘の教育に対する

教育環境のやっぱりイメージをどんどんアッ

プをさせていかなければならないというふう

に思います。 

 それで、今までにどのような対忚と対策を

とられているのか。それは現場でやって实際

に子供さんと接して、生徒さんと接していら

っしゃる先生あるいは教育委員会、町、地域、

これが一緒になって私は取り組んでいくべき

だというふうに思うんですが、どのような対

策、対忚をとっていらっしゃるのか、お聞き

をいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川学校教育課長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○教育課長【北川真由美君】 今ほど申し上

げましたアンケートもそうなんですが、いじ

め問題に関しましては、町教育委員会独自の

対策といたしまして、昨年10月から毎月１日

を心の日と定めまして、児童生徒の心の悩み

を細やかに聞き出しまして、尐しでも気にな

る事案に対しましては、担任だけではなく学

校全体で対忚するという体制をしいていると

ころでございます。 

 また、町教育委員会へも必ず報告を上げる

よう義務づけており、場合によっては県のい

じめ相談アドバイザーやカウンセラーも交え

まして支援に当たるという総力を挙げての体

制で、真摯に、かつ迅速に対忚しているとこ

ろでございます。 

 また、先ほど若干多目というふうに報告い

たしました不登校についてでございますが、

教育センターに開設しているステップでござ

いますが、そこで負担の尐ない環境下で学習

活動を続けております。特に理由もないのに

欠席が続くというお子さんがいらっしゃいま

す。家庭訪問を繰り返してもどうしても登校

できないようなお子さんには、１日に１時間

でもいいからこのような施設に通っていただ

いて、恒常的なひきこもりになることを防ぐ

ような対策をとっております。 

 また、中学校には心の教育相談員という方

を３名常駐させてそれぞれ対忚に当たってい

ただいております。 

 また、教育センターには専門分野、臨床心

理士の資格を持ったカウンセラーを配置いた
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しまして、お子さんだけでなく保護者の心の

相談にも忚じる体制をとっているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 さまざまな努力がな

されていると思うんですけれども、いじめ、

不登校というのは関連したところもあると思

うんです。今、例えばいじめ問題で国の文科

省なんかが道徳教育を授業にというような動

きもあるんですけれども、私はそういう意味

では授業に入れたからどうだということには

ならないと思います。机上の空論みたいなも

のを展開していても、やっぱり实際に現場で

きちっとやっていくことが大事な、人間が相

手ですからそんなふうに思うわけでございま

すし、そういう意味ではこの間の取り組みの

結果の成果、あるいは課題がありましたら。

悪いところばっかり強調されているような気

がするんです。そういう意味では、そういう

いいところも含めてありましたらお願いをし

たいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北川学校教育課長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○教育課長【北川真由美君】 尐し繰り返し

の部分があるかと思うんですが、いじめに関

しましては、学校全体で先生だけではなくて

生徒自身からも、いじめは絶対に許さない、

見逃さないんだという機運が各学校で生まれ

ております。 

 心の日のアンケートなんですが、自分のこ

とだけではなく、クラスでこういうことがあ

ったよという気になる案件も、友達のことに

ついても書かれるようになりまして、先生も

気づかなかった問題解決の糸口となることが

ままあるというふうに聞いております。また、

先ほど議員もおっしゃいました道徳の時間も

積極的に活用されております。 

 中学校では生徒会がいじめ撲滅宠言を出し

て、生徒みずからが強い意思を持って、学校

全体からいじめをなくすという機運が生まれ

ております。 

 こういった対処をしたおかげで、町教育委

員会としましては、解決がこじれてどうにも

ならないといった事案が随分尐なくなったの

ではないかなというふうに感じております。 

 一方で、いじめも不登校もそうですが、そ

の遠因を探りますと、学校だけの問題ではな

いこともたまに見受けられます。最近は保護

者の方の精神的不安定さがお子さんに影響を

及ぼして、結果的にお子さんが孤立してしま

うという事案もございました。この事案の場

合、近所の方がさりげなく親御さんの相談に

乗ったり、また毎朝お子さんに声かけをして

くださるなど、地域全体でお子さんの成長を

見守っていこうとする大変いい事例が、いじ

め問題を解決する契機になったこともござい

ました。学校や家庭、地域が連携することの

大切さを、この事例を通しまして改めて認識

したところでございます。 

 問題を学校任せにするのではなく、行政、

地域、保護者それぞれがスクラムを組んで大

切な子供たちの教育環境を育んでいく、この

意気込みこそがさまざまな教育問題を解決す

る王道ではないかと考えています。 

 今後も私どももしっかり力を尽くしていき

ますし、地域の皆様の温かいご支援もどうか

賜りますよう、よろしくお願いしたいと存じ

ます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 静かにお願いします。 

 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 不登校なんかという

のはやっぱり複雑な要素が絡んであるという

ふうに思いますので、ネガティブな面だけで

はなくて、やっぱり積極的なポジティブな面

もどんどん発信していただいて、現場の人た

ちは大変だろうと思いますけれども、内灘の

教育環境っていうのが、これこそ日本一にな

るようにお願いをしたいと思います。 
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 最後の質問でございます。コミュニティバ

スの新運行経路についてでございます。 

 ２月１日から、まだ１カ月たったばっかり

ということもありますけれども、ルートが変

更されて、利用者の意見集約というのはどん

なふうになっているのか。また、今後どうし

ていくつもりなのか、お聞きをしたいと思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 田中徹企画財政課長。 

   〔企画財政課長 田中徹君 登壇〕 

○企画財政課長【田中徹君】 清水議員ご質

問のコミュニティバスの件についてお答えい

たします。 

 コミュニティバスの運行に対する皆様から

のご意見につきましては、車内であったり町

ホームページ、庁舎内の意見箱等で常時受け

付けをいたしております。 

 ２月以降、数件のご意見をいただいており

ますが、その大半は北陸鉄道浅野川線との接

続改善を求めるものでございます。バスに対

する要望につきましては、今後も常時受け付

けをしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 まず、その意見集約

なんかも含めてこれからも努力をしていただ

きたいと思うんですけれども、同時に、实際

のルートなりサービスなりに還元をしていっ

ていただければいいと思うんですが。 

 私のところにも幾つか意見が来ています。

やっぱり旭ケ丘まで延長されて三治さんに行

くがに便利になったということやら、やっぱ

り千鳥台が鉄板道路だけ、あこ縦にだけ走っ

ておる。横に長い千鳥台のところを何か走れ

ないのかという意見も来ています。 

 そういう意味では、できれば１コースだけ

でも千鳥台、ルートの組み方はいろいろある

と思うんですけれども、入っていただければ

いいかなと思うんですけれども、ルートのこ

れからの変更のあり方みたいものについて、

どういうふうに進めていくのかお聞きをした

いと思います。 

○議長【夷藤満君】 田中企画財政課長。 

   〔企画財政課長 田中徹君 登壇〕 

○企画財政課長【田中徹君】 コミュニティ

バスのルートの内容と今後の見直しについて

お答えいたします。 

 本年２月に、これまでに町民の皆様から頂

戴いたしましたルート変更やバス停位置の変

更等の要望をもとに内灘町地域公共交通協議

会において議論を重ね、新たなルートとして

スタートいたしました。 

 見直しの方針といたしましては、既存ルー

トが多くの利用者の皆様に定着していること

から、大きなルート変更は行わないこと。交

通弱者等の利用者のニーズに合わせること。

バス運行における安全性を確保すること。以

上３つを基本に検討いたしたものでございま

す。 

 その結果で、現行のバス車両２台体制では、

今清水議員さんおっしゃいました鉄板道路以

外の千鳥台地域への運行にまで至らなかった

というものでございます。 

 今後の見直しにつきましては、バス車両の

増車が可能となったときに検討をしていきた

いというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 これも財政が絡む話

でありますので、やり方はいろいろあると思

うんですよね。そういう大きなバスをそのま

ま走らせているのか。他の自治体なんかもい

ろいろ工夫をしてやっていることも踏まえて、

早急に今後検討をお願いをしたいというふう

に思います。 

 以上で私の質問を終わらせていただきます。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤五良信議員。 

   〔６番 藤五良信君 登壇〕 

○６番【藤井良信君】 議席６番、公明党、

藤五良信。 



 －50－ 

 平成25年第１回議会定例会におきまして一

般質問を行います。 

 また、本日傍聴の皆様方には、長時間にわ

たりまことにお疲れさまでございます。 

 川口新町長が町長席に座られて最初の定例

会でございます。新町長にとって大事な第一

歩と言える今定例会でありますが、公約の教

育・子育て、福祉、そして環境整備を拡大し

ていくことで、明るい元気な町の再生との思

いに多くの期待をしているところです。 

 まずは、川口新町長が町長選を勝ち抜かれ、

きょうの日を迎えられましたことに、心から

お喜びを申し上げたいと思います。 

 そこで最初、町長にお伺いいたしますが、

教育改革にかける思いの一端などお聞かせい

ただければと思いますが、いかがでしょうか、

お示しください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 藤五良信議員ご質問

の教育改革における思いについてお答えいた

します。 

 私は、教育委員会の風通しをよくし、より

住民にわかりやすい教育行政の推進实現を考

えております。教育委員会制度そのものの制

度的限界もありますが、その活動内容につい

てはなかなか町民の皆様にはわかりにくい部

分があると思っております。 

 町長に就任直後、私が事務局職員に指示し

たことは、できるだけ学校現場に足を運び教

育現場と問題意識を共有すること、町民と保

護者、学校の距離感をなくす方策を検討して

いくこと、そして何よりも教育の質を向上さ

せ、保護者や子供たちが誇れる学校を目指す

ことであります。 

 教育というものは、教育委員会部局だけに

任せておけばよいというものではありません。

地域の宝、未来の宝を育てているという観点

から、住民の皆様の声に耳を傾け、先進事例

に学びながら、より質の高い教育行政を推進

していくよう最大限力を注いでいく覚悟でお

りますので、議員各位のご支援、ご協力を賜

りますようお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 そこで、子供たちが

仲よく元気な学校生活を送るためには、クラ

スの友達や仲間同士のかかわりについて、児

童生徒一人一人が自分一人で生きているので

はないとの自覚の芽生えが大事であり、その

ための道徳教育であろうかと思います。 

 政府の教育再生会議では、この２月26日、

いじめや体罰問題への対策や道徳教育の充实

を求める第１次提言を決定し、安倍首相に提

出されたところでございます。 

 また政府は、今後、国や首長の教育への関

与を強める方向で議論は進められると見られ

ております。そして文科省からは、新年度も

道徳教育の充实ということが言われていると

ころでございます。 

 そこで、町の学校教育ではこの辺の具体策

などについて、新年度はどのようにお考えで

しょうかお答えください。 

○議長【夷藤満君】 北川真由美学校教育課

長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○教育課長【北川真由美君】 道徳教育の具

体策についてお答えいたします。 

 道徳教育でございますが、人格の形成、集

団や社会とのかかわりを学ぶ大切な科目であ

ると認識をしております。とりわけ最近話題

になっているいじめ問題に関しましては、い

じめが起きてからのことではなくて、起きる

前の心の涵養
かんよう

を図ることが何よりも大切だと

考えており、児童生徒一人一人が自己肯定感

を高め、友達との違いを認め合い、思いやり

の心を育てる、そういった道徳教育の重要性

を町でも認識しているところでございます。 

 町教育委員会では、毎年、道徳教育の重点

校というものを定めております。専門家の指
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導を受けながら研究授業を重ね勉強をしてお

ります。ことしは向粟崎小学校を重点校に指

定しておりました。25年度は鶴ケ丘小学校を

重点校に指定いたしまして、より一層子供た

ちの心の教育を育むよう努めていきたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 いじめ対策を考える

とき、まずは子供たちの心の中でいじめは愚

かなことだとの知識としての理解がされ、自

覚が育まれていくことの平時からの学校現場

での教育がいま尐し置き去りにされているよ

うに感じるところでございます。 

 また、そのための道徳教育では、学校生活

全般における教職員の振る舞いそのものが教

科書であり、生徒たちはそこから多くを学ん

でいることを忘れてはならないと思いますが、

そこで教職員の資質向上のための学習は大事

でありますし、教職員の強く、また常識ある

振る舞いのためには、学校現場での具体的な

取り組みが必要であると思います。教える側

の技術の習得が求められておりますが、そこ

で現在、町の道徳教育における教職員の資質

向上のための取り組みではどのようにお考え

でしょうか、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 北川学校教育課長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○教育課長【北川真由美君】 議員が今ほど

おっしゃいましたように、教職員の質を高め、

教員みずからの行い、人間性を高めていく教

育というのは大変重要であると思っておりま

す。生徒よりもまず先生が率先垂範を示すこ

とは大切でございます。 

 内灘町教育委員会では、来年度、だんだん

若い先生がふえてまいりましたので、特に教

員研修に重点を置きます。教育センターを中

心とした体系的な研修体制を構築いたしまし

て、中央のほうから著名な講師を招聘して研

修を行うために、来年度予算で講師謝礼の上

積みなど既に予算措置をとっております。 

 それと同時に、小中学校の垣根を越えて、

教員同士が互いの授業を観察し合い、研究し

合って教育力の質を高めるということにも力

を注いでまいりたいと思います。 

 いずれにしましても、教職員が切磋琢磨し

て互いに自分たちの組織を高めるということ

を重点的に努めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 教育環境という観点

からもう一つお伺いします。 

 昨年12月、内灘町教育委員会からは、平成

23年度の教育委員会点検評価報告書が議会へ

提出されているところでございます。それに

ついて一読すれば全容が理解できるところで

ございますけれども、一般町民からは、現在

の教育委員会の役割やその働きについて何と

なくはっきり見えていないのではないかと思

います。ややもいたしますと、町民からは教

育委員会への権限に係る過大要求から不満の

声へとエスカレートしていくことも心配され

ます。 

 役割があれば権限もあり、権限があれば責

務もあるのだろうと思いますが、その点から

の見きわめについて、ここは町民にわかる言

葉でその位置づけ、働きについて明快なご説

明をお聞きしたいと思いますが、お示しくだ

さい。 

 また今後、制度的に改善できるようなこと

などの町長のお考えなどあるかと思いますが、

この点からはいかがでしょうか、お答えくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 北川学校教育課長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○教育課長【北川真由美君】 私からは、教

育委員会制度について述べさせていただきま

す。 

 教育委員会といいますのは、地域の学校教

育、社会教育、文化、スポーツ等に関する事
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務を担当する機関として、全ての都道府県及

び市町村に独立した行政委員会として設置さ

れています。毎月定例会を開催し、教育行政

における重要事項、基本方針等を決定し、そ

の決定に基づいて教育長が事務を執行いたし

ます。 

 教育委員は、地方公共団体の長が議会の同

意を得て任命し、委員数は原則５名です。任

期は４年です。教育長は、教育委員のうちか

ら教育委員会が任命することとなっておりま

す。 

 また、学校教育ですが、自治体ごとに偏り

があってはならないという視点から、教職員

は都道府県が採用します。広域人事を行って

おります。政令市を除きまして市町村に教員

の人事権はありません。教育内容については、

文部科学省の指針に基づき、都道府県教育委

員会が主導権をとりながら学校での授業が進

められます。市町村は基本的な教育方針を掲

げ、現場を管理監督していく立場で学校教育

にかかわります。 

 教育施設の維持管理は市町村が行うことに

なっております。 

 制度は以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 私からは、藤五良信

議員の改善できることはあるかについてお答

えいたします。 

 今ほどの説明にもありましたとおり、教育

委員会は行政から独立した機関として存在し

ているため、制度的に行政が関与するには難

しい側面がございます。 

 近年、教育委員会の不透明さということが

言われておりますが、国では教育委員会制度

の改革を目指し、教育再生实行会議での審議

をスタートさせているところでございます。 

 ここ数年、一部自治体では行政が積極的に

教育委員会に関与する姿勢を打ち出したり、

首長部局の中に芸術文化、スポーツなどの社

会教育、生涯学習の分野を移管させる動きも

出てきております。 

 内灘町では、より住民にわかりやすく、实

効性のある組織にするために、国の動向を注

視ししながら研究を重ねてまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 今ほどお話もありま

したように、教育委員会では教育長を選出し、

教育委員長から教育委員会が教育長を任命す

るというふうに理解をしたところでございま

す。 

 とは言いながらも、町の最高責任者である

町長は、いろんな意味で教育にかかわる決定

なり等がやっぱり行われるのではないかなと

いう気はしておるわけでございます。せめて

町長は、教育長の人事権に対して、文科省云々

ということもありますけれども、認証ぐらい

はきちっとすべき制度があってもいいんじゃ

ないかとこのように思うわけなんですが、こ

れ通告ないんですけれども、町長、いかがで

しょうか。 

○議長【夷藤満君】 通告にないものは答え

ません。 

 藤五さん、続けて。 

○６番【藤井良信君】 それでは、これまで

私の一般質問では教育に関する取り組みにつ

いての質問がこれまでやや多いところでござ

いました。一例を挙げますと、１、小中一貫

連携教育の推進、２番目といたしまして学び

合い教育の实践、３番目、旅順との教育交流、

４番、内灘高校の活性化、５番、町教育憲章

の制定、６、学校での出前歌舞伎鑑賞の導入、

７番目、生物多様性を考える環境教育の取り

組みなど、これまで幾つかが挙げられますけ

れども、新町長を迎えたことでこれらの取り

組みへの方針がこれからも継続して推進され

るのか、私といたしましてはやや心配もある

わけでございます。 
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 そこで、今ほど申し上げましたそれら施策

推進の取り組みは、これからも目標、方針と

して生きているのかどうかについて町長にお

伺いしたいと思います。どうでしょうか、お

答えください。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 私のほうから、

教育分野の施策の推進についてということで

お答えさせていただきます。 

 教育は子供の健全な成長発達のため、一貫

した方針のもと、安定的に行われることが必

要でございます。また、教育は結果が出るま

でに時間がかかり、その成果も目に見えにく

いことから、方針の激変は好ましくないと考

えております。 

 議員にご提案もいただいております小中一

貫教育の推進や環境教育の推進など、どれを

とっても内灘町の教育には大変大切なことで

あり、基本的には今後も継続してまいりたい

と考えております。 

 その上で、時代のニーズに忚じた内灘らし

い教育のあり方について、議会の皆様や地域

の方々、教育委員の方々と協議を重ね、さら

に充实した教育行政の展開が図られるよう研

究を重ねてまいりたいと思っております。 

○議長【夷藤満君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、学校施設にお

ける老朽化対策についてお伺いします。 

 昨年４月、文科省は学校施設の在り方に関

する調査研究協力者会議のもとで老朽化対策

検討特別部会を設置し、学校施設の再生整備

のあり方や推進方策について検討を進め、８

月には学校老朽化対策ビジョンが取りまとめ

られております。その中では、学校施設の点

検を行い、ふぐあいを未然に防止する予防保

全型管理への転換を目指すことが求められて

おります。 

 そして、昨年６月の一般質問では、私のほ

うから防災・減災の危機管理に係る対策とし

て、町の学校施設を含めた全町的な公共施設

における非構造部材の耐震・耐久・耐用年数

の調査と改修の見直し計画についてお伺いを

したところでございます。 

 また、恩道議員からの同様の質問があった

わけでございますが、そのときの町執行部か

らの答弁では、「国の新たな点検項目や調査

項目の範囲及び強度などの詳細な情報を収集

し、学校施設全体の改修計画を立て、早期に

安全対策を図っていく。また、夏休みに専門

家による点検を实施し、洗い出し作業を行う」

との答弁でございました。 

 そこで、これらの点からお伺いをします。

改修計画、調査、点検ではどのような結果が

取りまとめられていますか、お示しください。 

 また、対策が必要とされる学校の劣化状況

はどの程度であり、さらに教育内容、方法に

忚じた適忚状況はどうか。加えて、災害避難

所としての適合はどうかなども考えられます

が、それらの实態はどのようなものだったの

か、あわせてお伺いします。お答えください。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 学校施設改修計

画の進捗状況についてお答えさせていただき

ます。 

 文部科学省が示す学校施設における非構造

部材の耐震対策の推進に関する調査研究は、

平成24年５月末から平成26年３月末までが調

査期間であり、この時点ではいまだ点検項目

の詳細や改修手法が提示されておりません。 

 これに先立ち、町教育委員会では、管理者

の点検調査で危険と判断した体育館のバスケ

ットゴールの補強、校舎外壁のクラック補修、

体育館どんちょうつり具の点検・補強等を、

昨年の夏休みを利用するなどして済ませてお

ります。 

 また、平成25年度は、教育環境の質的向上

と災害時の避難施設となったときの利便性の

向上のために、向粟崎小学校と大根布小学校
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のトイレの大規模改修工事の实施を予定して

おります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 こうした点検や検討

結果を踏まえてということで話を進めたいと

思っておったわけですけれども、十分な検討

はされていないと。まあまあガイドライン等

もこれから出てくるというようなこともある

かと思うんですけれども、国の平成25年度予

算案では学校施設の老朽化対策として建物の

耐久性の向上や水道、電気、ガス管といった

ライフラインの更新などにかかわるところの

長寿命化改良事業を創設し、長寿命化補助制

度が導入されると聞いているところでござい

ます。この事業を活用することで、通常、公

立学校施設は40年程度で建てかえがされます

けれども、技術的には70年から80年程度の使

用が可能であり、改築と比較すると工事費の

コスト面だけでなく、廃棄物が抑制されるな

ど環境面でのメリットも生じてくるとされて

おります。 

 また国は、今後30年間で想定される学校施

設改築整備費38兆円を長寿命化によって30兆

円にまで圧縮できるとの文科省からの試算で

ございます。こういった取り組みについて、

時期尚早などと言っているときではございま

せん。 

 本町でも建築後25年以上経過している公立

小中学校が５校あるわけですけれども、長寿

命化改良事業を積極的に活用することで、よ

り効率・効果的な対策を進めるべきでありま

す。 

 そこで、町の学校施設老朽化の現状から、

現在の取り組み状況はどうでしょうか、お答

えください。 

 加えて、今後の学校施設老朽化対策での取

り組みのお考えはどうかについてお伺いした

いと思います。お答えください。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 長寿命化改良事

業への取り組みについてお答えさせていただ

きます。 

 町内の小中学校は、建築年次以来ほぼ20年

ごとに大規模改修を行ってきております。最

も新しいところでは内灘中学校が平成19年、

20年に新校舎を改築しています。また、耐震

補強につきましても、他施設に先駆け早い段

階で全ての学校施設の補強を終えているとこ

ろでございます。 

 国による長寿命化対策は昨年８月に中間報

告が出ておりますが、地方公共団体が教育環

境の質的向上や省エネ化、バリアフリー化な

どの社会要請への対忚も行いつつ長寿命化を

図ることができるように、改築から長寿命化

改修への転換が進むような補助メニューの改

善を行おうとしております。 

 当町でも財政状況の厳しい中、国のこのよ

うな補助事業を最大限活用しながら長寿命化

を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、自治体におけ

る公文書管理の取り組みについてお伺いしま

す。 

 2011年４月に施行された公文書管理法を受

けての質問となります。 

 この公文書管理法は、公文書を管理するこ

とにより、行政を適正かつ効率的に運営し、

将来にわたって国民に対する説明責任を果た

すことが目的とされております。いわゆる消

えた年金問題など、これらずさんな文書管理

が明るみになったことからの公文書管理見直

しの動きでございます。 

 公文書は、国のみならず、地方の自治体に

おいても市民生活に関する諸活動や歴史的事

实の記録であり、町民共有の知的資源であり

ます。なぜなら、自治体における施策の決定

過程など、地域のあり方そのものにかかわる
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重要事項について、住民による検証を可能と

するものであり、民主主義の基本にかかわる

ものと言えるかと思います。まさに公文書の

管理は自治体の重要な責務と言え、また大規

模災害からは公文書をいかに守るかというこ

とも自治体の重要な役割であります。 

 情報公開とあわせて具体的な公文書に関す

る取り組みが今求められておりますけれども、

本町では公文書管理条例に基づいての公文書

管理規則など、町で何らかの規定による対忚

も現在進められていることかと思います。 

 しかしながら、本当に重要な公文書を適正

に管理し、住民に対して有効に利用されるた

めには、受け皿となる地方、地域での公文書

館の設置はまことに大事であると考えられま

す。 

 昨今、町の財政状況などからして新規での

公文書館の設置は困難と考えるところかと思

います。 

 加えて今後、地域主権、道州制に向けての

国の流れもあり、自治体における行政の意思

決定の過程を文書として記録し保存すること

は、過去の経緯を検証し、将来の政策づくり、

行政運営に役立てることができることとして

公文書管理の仕組みはますます重要になると

考えられます。 

 そこで、時代を見据えた先取りの施策とい

たしまして、現在使われていない町施設の一

审、例えば役場庁舎や文化会館の一审を活用

して公文書館の設置をするなど、公文書管理

を進めるための工夫について町のお考えをお

聞きしたいと思いますけれども、この点から

はどうでしょうか、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問にお答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり、地方自治体にとって

公文書の管理保管は大変重要であると認識い

たしております。 

 まず、本町での現状でありますが、町が保

有する公文書は、町文書管理規程に基づき庁

舎内に保管、管理をいたしております。これ

らの公文書は、情報公開条例にのっとり公開

することが可能であります。 

 また、町が発刉をしました町史や郷土史な

どの書籍あるいは各種統計や町の計画に関す

る冊子など行政資料につきましては、町立図

書館において誰でもごらんいただけるように

コーナーを設けてあります。 

 また、郷土の歴史資料、民族資料につきま

しては、町歴史民俗資料館において保管、展

示いたしております。 

 ご提案の公文書館の設置につきましては、

今後先進地の事例を調査しまして、関係機関

の情報も収集し、保管方法や管理場所、そう

いったことを検討してまいりたいというふう

に考えております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 １週間か10日ほど前

に通告は出してあるはずでございます。そう

いった検討する時間は十分あったんじゃない

かなという感じがするわけなんですけれども。 

 町長は日本一元気な町に再生するという公

約も先ほどもあったわけでございました。私

としても心から賛同をするところでございま

すが。 

 ちなみに、この公文書館の設置につきまし

ては、現在、全国で64カ所が設置されており

ます。町村自治体においては神奈川県寒川町

など既に３カ所が設置されております。新た

に平成25年度はさらに１カ所が实施される予

定となっております。 

 情報公開との観点からも、大事な取り組み

になってくるかと思います。町村では５番目

という、日本一ではなく５番目ということで

ございます。 

 先ほどちょっと提案もさせていただいた中

で、教育憲章の制定という、２年ほど前から
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やりますよと言いながら何の進展も見られな

いと。この提案も实現しますと、全国で３番

目という、日本一にもうちょっとで手が届く

という提案を私のほうでこれまでさせていた

だいておるわけでございます。 

 そういった中で、次の質問に移らさせてい

ただきます。 

 骨髄バンクドナーに対する取り組みについ

てでございます。 

 町のお考えをお聞きしたいわけでございま

すけれども、白血病や再生不良貧血などの血

液難病に苦しむ有効な治療法の一つに造血幹

細胞移植というのがあります。 

 さきの通常国会では、移植に用いる造血幹

細胞の適切な提供を推進する法律として、造

血幹細胞移植推進法が成立しております。こ

の法律が成立したことにより、骨髄移植、末

梢血幹細胞移植、臍帯
さいたい

血
けつ

移植の３つの移植術

のうち、患者にとって最適な治療法を選択で

きる实施体制が整備されるとのことでござい

ます。 

 また、造血幹細胞移植という治療法はほか

の治療法とは異なり、患者と医療のほかに提

供者という篤志家
と く し か

の存在が不可欠な治療法で

す。つまり、骨髄や臍帯
さいたい

血
けつ

などを提供してく

ださる善意のドナーがいて初めて成立いたし

ます。 

 しかし、せっかく骨髄バンクに登録され、

移植希望者のＨＬＡ型が適合しても、最終的

に骨髄提供まで至らないというケースが４割

程度あるとのことでございます。その理由と

して、骨髄提供者（ドナー）の入院、通院時

にけおる休業補償がないなどドナーの負担が

重いことが挙げられております。ドナーへの

費用補助をすることにより、ドナーの善意が

生かされ、提供に至るケースがふえることで、

より多くの命が救われるようになることから、

自治体独自のドナー助成制度を立ち上げてい

る先進事例も見られるわけでございます。 

 そこで本町においても、この命を守るボラ

ンティアの方々を支援するドナー助成制度を

創設すべきではないかと思いますが、町のお

考えをお聞きしたいと思います。お示しくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 私のほうから

お答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり、白血病や再生不良性

貧血など血液の難病を根本的に治療するため

には患者さんの骨髄をドナーから提供された

骨髄液に置きかえる骨髄移植が有効となって

おります。 

 平成23年度の全国の实績を調べますと、Ｈ

ＬＡが適合してもドナー側の事情によりまし

て骨髄提供に至らない場合が49.5％というこ

とでございます。 

 实際に骨髄を提供するには、事前検査に四、

亓回の受診、さらに骨髄採取のために３日か

ら５日間の入院が必要ということでございま

す。一部の大手企業ではドナーの休暇制度が

整備されております。その他の事業所では現

在それに対する休業補償の制度がなく、その

ために会社を休めなかったりしているという

ことでございます。 

 現在私どもの調査によりますと、骨髄移植

ドナー助成制度は全国５つの自治体で实施さ

れておりますので、本町でもこの骨髄移植ド

ナー助成制度について、その内容調査、詳細

などについて鋭意調査して研究してまいりた

いというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 今ほどは北部長のほ

うからも若干触れられたところもあるかと思

いますけれども、いわゆるドナーの負担では

経済的な負担だけではないということでござ

います。子育てや介護されている方々にとっ

てはなかなか都合をつけることができないこ

となどから、ドナーになりたくてもなれない
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ということがないよう、町の介護や子育て支

援施策においてドナーに対する最大限の配慮

はされるべきであるかと思います。 

 造血幹細胞移植推進法第10条では、「国と

ともに地方自治体も理解を深めるための必要

な施策を講ずるものとすること」となってお

り、そこで本町の取り組みでの具体的な答弁、

もう一回お願いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 現在のソフト

面での支援について、今後は石川県や日本赤

十字社と連携を図りながら、まずは骨髄バン

ク登録者をふやすことの啓発をまずは進めて

まいりたいと思います。 

 その一方で、子育て支援センターや、それ

から夕陽ケ丘苑等の介護施設などの関係機関

と、ドナーの支援のための協力体制の構築に

向けて鋭意協議を進めてまいりたいというふ

うに考えております。 

○議長【夷藤満君】 藤五議員。 

○６番【藤井良信君】 今後は県とまたいろ

いろ情報収集して、骨髄バンクドナーの登録

者をふやすということでありますけれども、

これも大変大事なことではあるとは思います。

ただ、だからといって町はしなくてもいいと

いうことではないわけでございます。 

 ちなみに、このドナー助成制度实現しまし

ょうということになりますと、大体補正予算

で30万円ですか、ぐらいの予算が必要になっ

てくるわけです。これ必ず使うということで

もないわけで、いざ使うとなったときには一

人の命が救われるという大変価値的な制度で

ございまして、町にこの制度があると町民の

意識も高まってきて、ドナー登録しようかな

というような周知もふえるというわけでござ

います。 

 町長、もう一回、この辺の意気込みについ

て。これ６番目を目指しておるわけでござい

ますので、よろしくお願いします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 藤五議員のご質問に

お答えいたします。 

 藤五議員の思いはしっかりと私受けとめま

したので、今後、町民福祉部の中で協議して

検討してまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 以上でございます。 

○６番【藤井良信君】 以上で終わります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 明日の会議は午前10時から開き、引き続き

町政に対する一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後３時28分散会 



 －58－ 

 

 

平成25年３月８日（金曜日） 

 

○出席議員（16名） 

    議 長  夷  藤     満 君     ８ 番  北  川  悦  子 君 

    １ 番  太  田  臣  宣 君     ９ 番  能  村  憲  治 君 

    ２ 番  中  島  利  美 君     10 番  清  水  文  雄 君 

    ３ 番  酒  本  昌  博 君     11 番  水  口  裕  子 君 

    ４ 番  生  田  勇  人 君     12 番  渡  辺     旺 君 

    ５ 番  川  口  正  己 君     13 番  八  田  外 茂 男 君 

    ６ 番  藤  井  良  信 君     14 番  中  川     達 君 

    ７ 番  恩  道  正  博 君     15 番  南     守  雄 君 

 

○説明のため出席した者 

町    長 川  口  克  則 君 

総 務 部 長 高  木  和  彦 君 

まちづくり政策部長 中  西  昭  夫 君 

町民福祉部長 北     雅  夫 君 

都市整備部長 長  丸  一  平 君 

教育委員会教育次長 長  丸  信  也 君 

消 防 長 津  幡     博 君 

都市整備部担当部長 
兼企業立地推進室長 

山  田  吉  弘 君 

会計管理者 
兼会計課長 

重  原     正 君 

総  務  部 
総 務 課 長       

島  田  睦  郎 君 

総務部税務課長 若  林  優  治 君 

まちづくり政策部 
企画財政課長 

田  中     徹 君 

まちづくり政策部情報政策課長 
兼公聴広報室長 

岩  本  昌  明 君 

町民福祉部 
町民生活課長 

大  徳     茂 君 

町民福祉部 
健康推進課長 

下  村  利  郎 君 

町民福祉部 
介護福祉課長 

長 谷 川     徹 君 

町民福祉部 
環境政策課長 

中  宮  憲  司 君 

都市整備部 
産業振興課長 

喜  多  哲  司 君 

都市整備部都市建設課長 
兼北部開発対策室長 

井  上  慎  一 君 

都市整備部 
上下水道課長 

長  田     学 君 

教育委員会 
学校教育課長 

北  川  真 由 美 君 

教育委員会 
生涯学習課長 

岩  上  涼  一 君 

○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長       向     貴 代 治 君 事務局書記 田  中  義  勝 君 



 －59－ 

○議事日程（第３号） 

  平成25年３月８日  午前10時開議 

 日程第１ 

  町政一般質問 

   ３番 酒 本 昌 博 

   ５番 川 口 正 己 

   ８番 北 川 悦 子 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆様、おはようござい

ます。 

 傍聴席の皆様におかれましては、早朝より

本会議の傍聴にお越しをいただき、まことに

ご苦労さまでございます。 

 ただいまの出席議員は、16名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席している者は、５日の会議に配付の説

明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第１、町政に対す

る一般質問を行います。 

 質問時間はお一人30分以内ですので、時間

内にまとめるようお願いいたします。 

 また、傍聴の皆様には、議員が質問してい

る際は静粛にしていただき、立ち歩いたり退

席しないようお願い申し上げます。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ３番、酒本昌博議員。 

   〔３番 酒本昌博君 登壇〕 

○３番【酒本昌博君】 議席番号３番、酒本

昌博でございます。 

 本日傍聴の皆様には、午前中より大変ご苦

労さまでございます。 

 平成25年第１回内灘町議会定例会におきま

して町政一般質問の機会を得ましたので、通

告に従い一問一答方式で質問させていただき

ます。 

 執行部におかれましては明快な答弁をお願

いいたします。 

 また、新内灘町長、川口克則氏には、34年

間の実績を十分に生かして町政に向かって躍

進をしていただくことをお願いいたしまして、

今回は内灘町の防災計画について質問させて

いただきます。 

 それでは、平成23年３月11日、午後２時46

分、東北沖を震源とするマグニチュード9.0

の巨大地震で、関東から東北にかけて約500

キロにも及ぶ巨大津波が発生し、最大で40メ

ートルにも達しました。 

 警視庁が平成25年２月20日に発表した被害

状況では、死者１万5,880名、行方不明者2,694

名、建物全半壊は39万8,197棟と、戦後の災害

では最大の被害となっています。 

 改めて犠牲になられた方々、ご遺族の皆様

に対し心よりお悔やみを申し上げますととも

に、被災された皆様にお見舞いを申し上げま

す。また、そして一日も早い復旧を心よりお

願いしている次第であります。 

 この東日本大震災で、これまでの想定を大

きく上回る甚大な被害を受けたことにより、

国を初め都道府県及び市町村の各防災計画の

見直しが必要とされ、内閣府に中央防災会議

が設置されました。 

 また、東日本大震災による特徴とこれまで

の地震、津波対策についての課題に関する専
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門調査会も設置され、我が国における地震、

津波対策全般について必要な見直しを実施す

るよう報告をまとめました。 

 その後、中央防災会議では会議を重ね、平

成23年12月27日に防災基本計画を見直し、津

波災害対策編の新設、地震・津波対策の抜本

的強化、災害を踏まえた防災対策の見直しの

反映の３点を大きな柱といたしました。 

 そして、防災基本計画の修正をもとに国の

各機関は防災業務計画を見直し、各都道府県

が地域防災計画を見直すことになり、石川県

でも防災会議の中に震災対策部会を設置し、

平成24年５月に石川県地域防災計画の修正を

行いました。その修正ポイントは、津波災害

対策編の新設、地域防災力の向上、東日本大

震災を踏まえた多様な視点からの見直しとし

ています。 

 国、県のこうした動きの中、内灘町におけ

る防災計画の見直しについてお聞きします。 

 町では、平成24年度当初予算に内灘町地域

防災計画修正業務の予算を計上し、見直しが

進められてきましたが、その内容はどのよう

なものとなりましたか。また、津波対策につ

いての取り組みについてはどのようになって

いるか、あわせてお聞きします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 皆様、おはようござ

います。 

 それでは、酒本昌博議員ご質問の内灘町の

防災計画についてお答えいたします。 

 本町においては、各関係機関の代表者で構

成する内灘町防災会議を、先日３月１日に行

い、計画の見直しが了承され、修正が完了し

ております。 

 今回の内灘町地域防災計画における見直し

のポイントは、石川県地域防災計画に合わせ

津波災害対策編を新設するなど、津波対策の

充実強化を追加したものとなっております。

加えて、自主防災組織の充実強化や防災士育

成などの地域防災力の向上や健康管理、心の

ケアの対応力強化など、東日本大震災の教訓

を踏まえたさまざまな視点からの防災対策に

ついて修正を行ったものでございます。 

 平成22年９月には内灘町防災マップを作成

しておりますが、今般、津波災害対策として、

石川県が平成24年４月に発表した津波浸水想

定区域図を盛り込み、地域の海抜や津波災害

の情報を加えた内灘町津波ハザードマップを

先日全戸配布をさせていただきました。 

 このほか、今回の地域防災計画の修正を踏

まえ、今期定例会に補正予算を計上させてい

ただきました。沿岸部の低い地点の周辺や指

定避難所などに海抜表示板を設置したいと考

えております。 

 いずれにいたしましても、今後も町民の皆

様に防災知識の周知、啓発に努めるとともに、

津波に対する安心・安全のための対策に取り

組んでまいりたいと存じますので、よろしく

お願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 ありがとうございま

す。 

 内灘町においては、これまで毎年、防災計

画を実施してきております。今、町の地域防

災計画の見直しが行われたとのことですが、

こうした計画の見直しも踏まえ、今後、災害

時に備えた町の防災訓練は具体的にどのよう

に考えておられますか、お答えお願いいたし

ます。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問は、私のほうからお答えをいたします。 

 町の防災訓練につきましては、これまでの

小学校校下を基本とした震災訓練が24年度を

もって全ての効果で実施を終えました。この

ため、25年度以降につきましては訓練内容を

見直しをしまして、より実効性のある訓練と
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するために地区ごとに開催をしたいと考えて

おります。25年度につきましては３地区程度

開催したいと考えております。 

 訓練内容につきましては、それぞれの地域

におきまして最も脅威に感じる災害を想定し

まして、まず図上での訓練を実施し、次にそ

の図上訓練をもとにした実際の訓練を実施し

たいと考えております。 

 この訓練を通しまして、地域の防災力向上

や町民の皆様の危機管理意識の高揚につなげ

てまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 ありがとうございま

す。 

 東日本大震災では、岩手県、宮城県及び福

島県の３県で使用された避難所はピーク時で

1,874カ所、避難者数はおよそ36万8,000人に

も達しました。この多くの避難所では、生活

スペース、食事、飲み水、トイレ、入浴、洗

濯物などの生活面や健康管理、衛生面などい

ろいろな問題が発生しています。また、避難

所設置におけるマニュアルがなく、手探り状

態の中で避難所を運営する組織をつくったた

めいろいろと問題が発生したとのことです。

さらに、膨大な支援物資により、それを受け

入れる体制もなかったために大混乱が起きま

した。 

 内灘町では、これらの問題を処理するため

の対応はどのようになっていますか、お答え

をお願いします。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 避難所の設置に

関しまして、平成23年度に県の避難所運営マ

ニュアル策定指針並びに東日本大震災の教訓

を踏まえまして災害発生時の避難所開設から

撤収期までをまとめた本町独自の避難所運営

マニュアルを策定いたしました。このマニュ

アルにつきましては、学校や公民館など各施

設に配付をいたしております。 

 この運営マニュアルを地域の自主防災活動

において活用していだきまして、防災力の向

上につなげていただきたいというふうに考え

ております。 

 また今年度、阪神・淡路大震災の際に西宮

市の職員が構築した被災者支援システムを導

入いたしました。このシステムにつきまして

は、当時、復旧・復興業務に大きな力を発揮

したということで、本町においてもこのシス

テムを導入したものでございます。このシス

テムは、避難者の入退所管理、あるいは救援

物資の在庫管理、出庫指示、また物資の配布

計画などを作成できるものでございます。実

際に災害が起きても適切な避難所の運営がこ

れによって図られるというふうに考えており

ます。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 ありがとうございま

した。 

 今ほど回答の中にあった避難所運営マニュ

アルや被災者支援システムの整備や導入はで

きていても、いざ災害となったときに生かさ

れるのかが問題だと考えられますが、活用さ

れるための方策はどのように考えておられま

すか、お答えをお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ご指摘のとおり、

マニュアルやシステムを導入しただけでは、

いざというときに機能するかどうかというこ

とが課題になってまいります。 

 25年度には避難所単位で町会や関係者によ

る避難所開設に係る訓練を推進してまいりた

いと考えております。そうした訓練を通して

新たに課題となった点などを整理しまして、

より実効性の高いものにしてまいりたいと思

います。 

 また、被災者支援システムにつきましては

実際には町職員が操作をしますので、そうい
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った操作訓練を定期的に実施してまいりたい

と考えております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 ありがとうございま

す。 

 今ほど回答の中にあった避難所運営マニュ

アルや被災者支援システムの整備や導入はで

きていても、いざ災害となったときに生かさ

れるのかが問題と考えられますが、方策はど

のようになるか。25年度内ということであり

ますが、もう尐し具体的なお答えをいただき

たいと思うんでありますが、いかがですか。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 実際にマニュア

ルを配布しましてから、まだ町会での内容の

具体的な講習会とか、もちろん運用等はまだ

行っておりませんので、それを実際にもう一

度説明をしっかりしまして、各年度３町会ぐ

らいずつ実施をしたいというふうに考えてお

ります。 

 システムにつきましては、もう既に今年度

導入を行いましたので、今、実際にシステム

に災害が起きたことを仮定しまして、職員で

導入の操作訓練というものを定期的に実施し

たいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 ありがとうございま

す。 

 地域防災計画の中には、これからも詰めて

いくものなどがあると思われますが、これで

いいということはあるわけではございません

ので、今後も万一に備えてより充実した計画

にしていただきたいと思いますとともに、災

害は忘れる間もなくやってくるということを

いつも胸に置いていただいて、以上で質問を

終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 ５番、川口正己議員。 

   〔５番 川口正己君 登壇〕 

○５番【川口正己君】 おはようございます。 

 議席番号５番、川口正己でございます。 

 質問に先立ちまして、一言お祝いの言葉を

述べさせていただきます。 

 川口克則新町長、ご就任おめでとうござい

ます。よくぞ悪質な誹謗中傷が乱れ飛ぶ中、

見事に勝ち上がってきたことに、心から敬意

を表します。 

 思えば、川口町長から町長選に出たいと私

が初めて聞いたのは今から26年と半年前の向

粟崎の祭りのとき、当時私がまだ21歳、町長

が32歳のころでした。そのときの熱い気持ち

を一気に聞いた私や兄は、無責任ながらやれ

とけしかけていましたが、私の父にまだ若過

ぎるとたしなまれてその場では諦めたように

見えましたが、ずっとその情熱、内灘を愛す

る思いは消えず、事あるごとに友達たちにも

言ってきたように聞いております。 

 いずれにせよ、その当時とは違い、町も国

も財政状況が悪い状況が続いております。財

政再建とよいまちづくりという二律背反する

難しい難題を抱えている状況ですが、スピー

ドと決断力、そして熱い情熱を持って日本一

の町を目指してほしいと思っております。 

 私たちもできる限り応援いたします。頑張

ってください。 

 では、質問に入らせていただきます。 

 まず、通称買い物弱者の増加についてでご

ざいますが、昨今の秋口よりうわさのあった

東京ストアーが、ことしの１月18日に民事再

生法の適用を申請し、11店舗のうち、内灘店

を含む６店舗を順次閉鎖すると報道されまし

た。そして、２月15日の新聞報道によります

と、３月末をもって内灘店を閉鎖と報道され

ております。 

 この内灘店は、昭和52年12月にオープンし、

開業時には当時大人気だった「太陽にほえ

ろ！」の殿下こと小野寺昭氏がミニコンサー
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トをし、私も同級生たちと見に行ったことを

思い出します。また、生鮮食品に定評があり、

周りの向陽台、アカシア団地、緑台の住民を

中心に大変重宝されていました。しかし、価

格競争力のある県外資本のスーパーに押され、

資金繰りが悪化したための結果とされており

ます。 

 また、鶴ケ丘の人たちから人気のあったジ

ロベエも、私のような素人目には大変はやっ

ているように見えましたが、１月末をもって

閉鎖されております。 

 そこで質問いたします。町は、ジロベエの

閉店、東京ストアーの民事再生の申請、内灘

店の３月末の店舗閉鎖はいつの時点で把握し

ていたのでしょうか。もし、事前に把握して

いたなら、なぜ町民に呼びかけをしなかった

のでしょうか。 

 また、東京ストアーは内灘店の店舗を第三

者への継承を模索しているとのことですが、

町はどれほど関与しているのか。また、その

継承についてどれほど情報を得ているのでし

ょうか。まずお聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 山田吉弘都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 まず、

ジロベエについてですが、２月上旬に現地で

店舗が閉まっていることを把握し、後に２月

１日に閉店したことを確認しております。 

 東京ストアーにつきましては、議員と同様

に１月18日の新聞報道により民事再生法の適

用を申請したことを知りまして、３月末の閉

店につきましては２月上旬に店舗での張り紙

及び報道等で確認しております。 

 なお、東京ストアー内灘店につきましては、

当初３月末が閉店というふうに報道されてお

りましたけれども、現在は３月20日に閉店す

るということで店舗の張り紙や報道等がされ

ております。 

 続きまして、東京ストアーの町への関与に

ついてですけれども、現在、民事再生法の再

生計画の中で内灘店の第三者への承継を検討

しているということですので、町としてはそ

の経緯を見守るということしかございません。 

 今後の予定についても新聞報道等で確認す

ることしかできないということでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 川口議員。 

○５番【川口正己君】 内灘の本当の大通り

の、私にしてみれば内灘の中心部、そこにあ

る東京ストアーが閉鎖するということは、こ

の町の活性化にとっては非常に重要なことや

と思うんです。これが新聞報道でしか知らな

いって町が言うというのが、何かそこら辺が

ちょっと、一般の私ら町民と同じレベルで町

が動いとると考えたら何か悲しいような、何

かもうちょっと、その重要性というそこら辺

の町のにぎわいというものを考えた場合に、

真剣にはやっとるんやろうと思いますけれど

も、もっと一生懸命、町も一緒になって次の

店舗を打診するとか、そういったことは全く

考えませんか。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 各種

店舗の情報、うわさというのはかなり前から

いろいろなことで出ております。ただ、それ

はあくまでうわさでありまして、それを信用

していろいろなところに皆さんにお知らせす

るということは、これはしてはいけないこと

であるというふうに思っております。 

 そして、店舗の閉鎖の関係、その後の関与

につきましてですけれども、民事再生法の中

でいきましても監督員とかそういう方が決ま

っておりますので、そちらの計画の中で行う

ということしかできない形になります。これ

が例えばそういう計画の中じゃなくて、その

前に町のほうへお話があるとかそういうふう

なことがあれば、そういうふうなことについ
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て協力していくということはできるんですけ

れども、いざ民事再生法の中で検討するとい

うことになれば、町としては関与できないと

いうことになるものでございます。 

○議長【夷藤満君】 川口議員。 

○５番【川口正己君】 今、弁護士の手に入

っておりますもので、町も非常に動きにくい

ということはわかりますが、あの場所の重要

性から考えたら、本当にもっと、町も本当ど

んどん関与してほしいです。 

 それでは、引き続き次の質問に移ります。 

 内灘町は、皆様ご存じのとおり、昭和30年

代、40年代から砂丘地を宅地造成しましたの

で一挙に人口がふえました。そのため、他市

町より一挙に高齢化が進んでおります。この

高齢化は、アカシア団地、旭ケ丘、鶴ケ丘、

緑台などで急速に進んでおります。ここにジ

ロベエの倒産、東京ストアーの店舗閉鎖が重

なりますと、今まで歩いて買い物に行けた高

齢者世帯が一挙に買い物弱者になります。 

 そこで、例えば地場産業の育成のために、

町と商工会が連携し、内灘町商業振興組合が

窓口となり注文を受け、町の商店街や各商店

から注文された品を集め、宅配するシステム

などは考えられないでしょうか。 

 この間違いなく激増する買い物弱者への対

策を町はどう考えているのでしょうか、お聞

かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 川口正己議員の買い

物弱者への対策をどうするのか。そして、町

と商工会が連携して各商店から集めた品を内

灘町商業振興組合が窓口となり配達できない

かというご質問にお答えいたします。 

 高齢化が進む中で、東京ストアーやジロベ

エが閉店すれば、向粟崎から鶴ケ丘までの広

範囲の高齢者の日々の生活に影響が生じ、い

わゆる買い物弱者がふえていくことが大変懸

念されております。 

 買い物弱者対策については、平成23年３月

議会で藤井議員から質問があり、町は町商工

会と宅配サービス事業の取り組みについて協

議をいたしましたが、配達方法や在庫管理等

に課題が多いことなどから実施は難しいと答

弁をしております。 

 しかしながら、当時に比べ現在の町の状況

はさらに厳しさを増しており、早急な対策が

必要になっております。 

 買い物弱者対策にはいろいろな手法があり、

福祉の視点からはボランティア会員の協力に

よる買い物代行や付き添い支援策など、また

商業振興の視点からは事業者による宅配サー

ビス、出張サービス、送迎サービスなどが考

えられます。 

 いずれにいたしましても、この問題につき

ましては、行政、地域住民、商工会が一体と

なり、他市町の先進的な取り組み事例も参考

にしながら、内灘町に合った有効な支援策を

今後しっかりと検討してまいりたいと考えて

おりますので、どうかご理解のほどお願いい

たします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 川口議員。 

○５番【川口正己君】 ジロベエが閉店して

から、２月１日で、ほんで５週間。東京スト

アーが発表して１月18日ですから、もう１カ

月と２週間たっております。この間に町が対

策を練っとらん。そして、今からも、今、新

町長が早急に対策を練ると言っていますけれ

ども、待ったなしなんですわ。もう私は３月

末が東京ストアー閉店やと思ったら20日やと

今お聞きしまして、本当に、もう本当に待っ

たなし。だから、早急に検討するたらどうの

こうのじゃなくて、今すぐにでも対策を練っ

てほしい。 

 私、前、向陽台に住んでおったときでも、

毎日、東京ストアーに何の用あるがか知らん

けど４回も５回も何やら毎日買い物行く人た

ちもやっぱりいました。何かほんな人たちの
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ことを考えたら、やっぱ早急に対策を練って

ほしいです。これは町に対する要望でござい

ます。 

 それでは、次の質問に入ります。 

 次の質問は、職員の給与についてでござい

ます。 

 県の発表によりますと、国家公務員の平均

給与を100としたときのラスパイレス指数が

県内11市の平均が初めて国家公務員を抜き平

均103.7であり、県内８つの町の平均が96.8

と発表されております。その中でも内灘は県

内の町の中ではトップの100.2であります。こ

れは、国家公務員の給与を東日本大震災の復

興財源を捻出するために時限立法により、昨

年より２年間、平均給与が7.8％削減されてい

るためでございます。 

 本来ならば、県内トップになったというこ

とは大変喜ばしいことではありますが、今ま

での町政は、町にお金がない、ないと言いな

がら、各町会、各種団体、各イベントへの補

助金の削減、しまいには子供たちのスポーツ

尐年団からも運動場や体育館の使用料を取ろ

うとしてみたりもしていました。そのような

町政をしていながら、いつの間にか県内トッ

プの給与体系とは、どう考えてもおかしくは

ないでしょうか。 

 私が議員になってしばらくしたころに、清

水議員が町のラスパイレス指数が90を切った

という質問をしていましたので、てっきり内

灘の役場の人たちは安い給与で大変なんだと

思っておりました。 

 私は、別に給与を今さら削減せよと言って

いるのではありません。一体どういった経緯

で、なぜ県内トップの給与体系になったかを

お聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 私から答弁させ

ていただきます。 

 議員のご質問と重なりますけど、先月、県

内自治体のラスパイレス指数が国家公務員の

水準を超えたとの新聞報道がありました。こ

れは、これも議員と重なりますが、国が東日

本大震災の復興財源の一部を国家公務員の人

件費から捻出するため、平成24年度、25年度

の２カ年に限り平均で7.8％の給与を削減し

たために今回上回ったものでございます。 

 このラスパイレス指数は、学歴ごとの経験

年数に応じた平均給料額を国家公務員を100

として比較したものでございます。 

 本町のラスパイレス指数は、国が削減する

前との比較で92.5であります。削減後で100.2

という形で0.2％上回りました。 

 これまでの経緯ということで、平成18年の

ラスパイレス指数は内灘町が88.8で、市を除

きまして県内の町では、当時、野々市町、志

賀町に次いで３番目でありました。平成23年

では、野々市に次いで２番目でありました。

野々市が昨年、市となったことによって、24

年は内灘町がそのまま１位、一番上になった

わけでございます。 

 ラスパイレス指数の市を除く全国町村平均

で95.5であります。内灘町の92.5と比較しま

すと本町が３ポイント低い数字であります。

全国の町村の平均よりも低いということはご

理解をいただきたいと思います。 

 この内灘町の指数を分析しますと、大学卒

で経験年数15年未満の職員で94.9、勤続15年

以上の職員の平均で90.2と、若い職員のほう

がラスパイレス指数が高く、年齢が高い職員

のほうが低い傾向にあります。 

 この要因としましては、それぞれの自治体

の昇給や昇格基準に差がありますので、本町

では若い職員の昇給や昇格基準のほうが他町

や類似団体に比べて尐しいいのではないかと

いうふうに受けとめております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 川口議員。 

○５番【川口正己君】 今、県内の町が８つ

になりましたけれども、やっぱり能登のほう
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が多い、加賀のほうはもう川北しか町が残っ

とらん。野々市が市に昇格したということで、

金沢市に隣接しとる町というのが内灘と津幡

ということを考えたら、やっぱり金沢市が地

方公務員の中で突出していますもので、どう

しても公務員になろうという方を、新しい新

卒を引っ張ろうと思った場合には給与体系を

上げていくというがも考えることは考えれま

す。能登のもんに比べたら、やっぱり内灘の

ほうが生活費もかかりますもので高くすると

いうがも理解できますけれども。 

 自分が言うとるのは、あんまりにも町民に

対しての締めつけが物すごかったんに、たっ

た、今先ほど言った88.どれだけが、平成18

年の段階で88。しばらくして、そしたら今公

務員が7.8％、２カ年の時限立法で下がってい

ますけれども、それも差っ引いてもいつの間

にか県内トップになるということは、町民に

対してどうしても説明がつかんと思いますけ

れども、そこら辺もう一回、もうちょっとわ

かりやすく、高木部長、お答えお願いします。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまの再質

問にお答えいたします。 

 私も平成19年、20年に総務部長と行財政改

革の担当するまちづくり政策部長を兼務して

おりました。そのときは、議員おっしゃるよ

うにいろいろな削減ということで町民の皆様

にもいろいろなご負担や補助金等の削減もあ

りました。何よりも率先して職員が身を削ら

なければならないということで、当時はいろ

んな特殊勤務手当を廃止したり、管理職手当

の削減、地域手当の削減とかそういったこと

を実施してきました。 

 それで、今回ラスパイレス指数が上がった

要因としては、国家公務員自体がやはり大幅

に給与の削減をしたということで、我々の給

料自体も全体としては下がっているわけです。

私らも10年前の給料よりも下がっているわけ

ですが、国家公務員の給与が高いということ

で下げたことが一番の比較する要因だという

ふうに思っております。 

 それで、先ほど言いましたように、これか

らもやはり若い職員にはぜひ意欲を持ってや

っていただきたいというふうに思いますので、

このままの給与は維持してあげたいと思って

おります。 

 国家公務員の給与は10級制というのを採用

しています。10級というのが一番高い給料で、

それぞれそれを準用して自治体が給与を決め

ます。金沢市は９級制を採用しています。隣

接する津幡町やかほく市は７級制を採用して

いますので、部長は７級です。内灘町は６級

制を採用していますので、一番上の部長は６

級ということで、そういったことで上は上が

らないような仕組みになって、管理職等につ

いてはそういう措置もとっておりますので、

住民の皆さんにはそういうことはちょっとご

理解いただきたいなというふうに思っており

ます。 

 今後とも、来年度に向けてまた行革を進め

ていきますので、ラスパイレス指数など近隣

の状況を見ながら行革を進めていきたいと思

っています。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口議員。 

○５番【川口正己君】 今初めて何か何級や

とかってあると聞きました。 

 これからも頑張ってください。 

 以上で終わります。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川悦子議員。 

   〔８番 北川悦子君 登壇〕 

○８番【北川悦子君】 議席番号８番、日本

共産党、北川悦子です。 

 一問一答方式で行います。 

 昨日、水口議員からも紹介がありました。

本日は国際女性デーです。国際女性デーは、

20世紀初頭、アメリカの女性たちがパンと参

政権を求めて起こした行動に学び、1910年、
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コペンハーゲンでの第２回国際社会主義女性

会議で提案され、世界の女性の統一行動日と

して創立されました。国際女性デーは、世界

の女性がパンと権利と平和のために一斉に立

ち上がる日として、ことしで103年目を迎えま

す。 

 1995年、国連文書によればこう記されてい

ます。「国際女性デーは歴史の作り手である

普通の女性の物語である。それは男女平等の

ために、女性たちの社会参加と社会変革を求

める幾世紀にもわたるたたかいに根ざしてい

る」と記されています。 

 さて、日本ではどうでしょうか。東日本大

震災から２年目を迎えますが、復興も原発事

故の収束もできていない中、国防軍を口にす

る政府が生まれ、憲法改正、消費税増税、生

活保護基準の切り下げなどの動きを推し進め

ています。 

 こんな中で、子供を放射能から守りたい、

原発反対の集会に参加している若いお母さん

たち。また大都市では、働き続けたい、保育

所を探すがなかなか大変です。認可保育所を

ふやしてほしい。立ち上がるお母さんたち。

また、女性や若者たちに自立できる賃金をと

最低賃金1,000円を求めて立ち上がっている

女性や若者たち。 

 命、平和、暮らしを守る女性の願いで、本

日は質問に入らさせていただきたいと思いま

す。 

 まず、川口町長は経験を生かして福祉に頑

張りますとそうおっしゃられて、その言葉が

私の耳に残って離れません。大変期待をして

います。 

 そこで１つ目に、福祉の充実を第一にとい

うことで３問お尋ねしたいと思います。 

 この３問は、さきの町長選に当たり、日本

共産党も構成組織に入っている内灘町社会保

障推進協議会により公開質問状をお願いし、

回答していただきました。子供の医療費助成

制度の拡大、福祉センターほのぼの湯、国民

健康保険税等の３点です。これに従って、再

度質問させていただきますので、町長からの

答弁をよろしくお願いいたします。 

 まず、子供の医療費助成制度拡大について。 

 いただいた回答には、次代を担う子供たち

が安心して育てられる環境づくりの推進は最

重要課題であります。その一つとして、保護

者の医療費負担を軽減し、子供の健康をより

増進させる必要があります。未来のために、

子育てしやすいまちづくりを進めます。子供

の医療費助成制度については、通院、入院と

もに高校３年生まで拡充し、医療費の無料化

を平成25年度より実現いたしますと回答され

ました。 

 昨日の太田議員への答弁では、なるべく早

い時期に拡充したいということでしたが、25

年度の早い時期ということになりますと６月

ということで考えてよろしいでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 このご質問に

つきましては、昨日、太田議員のご質疑の中

で詳細にご説明を申し上げておりますので、

私のほうからご説明させていただきます。 

 昨日は、入院、通院ともに18歳までに拡充

したいということで、これはなるべく早い時

期にというふうにお答えをしております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 昨日お聞きしました。

なるべく早い時期と。 

 町長選のときに公開質問状で、川口町長の

ほうに公開質問状をお出ししましたところ、

25年度中に実施しますというふうに明言して

おられますので、これは間違いだったんでし

ょうか。でなければ、なるべく早い時期とい

うことになりますと、どうしても25年度の早

い時期というと、まずは６月というふうに考

えられますが、町長、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 
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   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 今ほどの北川議員の

ご質問にお答えいたします。 

 この子供の医療費助成につきましては、な

るべく早い時期といいますと６月議会で補正

をしたいと。そして、そこで経過措置としま

して４月にさかのぼり補正したいと、そのよ

うに私今考えております。 

 また、６月までに議員の皆様にお示しした

いと思いますので、どうかよろしくお願いい

たします。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ありがとうございま

す。 

 子育て中の親たちの長年の願いでしたので、

とても経済的にも子育てに安心が一つ加わっ

て喜ばれると思います。 

 ただ、25年度で、これは県下で３番目。能

美市と、それから川北町、ここは1,000円の負

担もなしで18歳までということになっていま

すので、また一つ階段を上っていただきたい

なと思いますが、まず25年の６月ということ

で、４月１日にさかのぼってというご答弁を

いただきまして、とてもうれしく思います。 

 また、昨日の答弁では財政的に入院では10

万円、そして通院に900万円増ということでし

た。1,000円の負担なしの完全無料化の増額で

しょうか。それとも1,000円のことを考えない、

1,000円の負担というのは今までどおりの入

院は小学校２年生でしたか、通院は就学前ま

でということの上で財政的に考えた増額でし

ょうか。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 自己負担の件

でございますが、一番多く医療機関にかかる

時期、それは就学前だと思いますが、これに

つきましては自己負担をいただかないという

方針でございまして、そのほかについては現

行どおりでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 まずは、高校卒業ま

で無料化ということで、また1,000円の負担に

ついても県との交渉で助成を拡大してもらう

ように、また県へ交渉していただきたいなと

いうふうに思っております。 

 もう一つの願いは、前からも言ってまいり

ました給料日前などに困る窓口の支払いです。

お金の心配をしなくても診療できる現物給付

になればお母さんたちは本当に助かります。

内灘町を含む84.2％の議会から、窓口無料化、

いわゆる現物給付を求める意見書を上げてい

ます。 

 県議会も、きのうも太田議員のほうからあ

りましたが３回も上げております。また、昨

日答弁にありました。県からは県内市町の意

見を踏まえてということでしたね、一つには。

窓口無料化ということで、一つには県からそ

ういう回答があるということでした。 

 昨年10月に調査をいたしましたところ、半

数の自治体が県に要望しております。また、

県で医療費の助成拡大では60％の市町村が要

望しております。県を動かして実現できるよ

うに、再度県への働きかけをお願いしたいと

思いますがいかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 この件につき

ましても昨日お答えいたしたとおりでござい

まして、石川県に対しましては機会があるご

とに粘り強く要望してまいりたいというふう

に考えております。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 内灘町だけでなく、

お隣の津幡町、かほく市、皆さんと手を組ん

で粘り強く働きかけをお願いしたいと思いま

す。 

 国や県がペナルティを課せてきたり、制度

のありがたみがわからなくなるんではと、子
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供たちを安心して育てることができません。

国や県を動かすパイプの努力をお願いして、

２つ目の福祉センターについてお尋ねしたい

と思います。 

 老人福祉の施策として県内トップを切って

設けられた内灘町福祉センターが、十分に現

在機能しなくなっています。有効利用できる

ものは利用し、充実できないかという問いに

対しまして、現福祉センターには町民憩いの

大切な財産があります。湯量豊富で疲労回復

効果抜群の天然温泉。河北潟を一望し、金沢

市街地、白山連峰、そして立山連峰を望むこ

とのできるすばらしい眺望。加えて多くの人

が集う総合公園と隣接する立地条件も備え、

魅力に満ちあふれています。この魅力あふれ

る町民の財産を生かし、福祉センターについ

ては現在の場所で建てかえ、町民が集う、町

民の殿堂に再生いたします。今後４年間の任

期中に実現いたしますと回答されています。 

 現在、町民の財産として町民の憩える場所

であってほしいと私も願っております。福祉

センターとして入浴はもちろん、囲碁、将棋、

読書、談話、休息、そして食事などを楽しめ

れる施設が必要であり、どんな施設にしてい

くか、町民との話し合いで練り上げていくこ

とが今後大切だと思いますが、町長はどんな

施設を描き、どのように進めていこうとなさ

っているのかお尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 北川議員の福祉セン

ターについてのご質問にお答えいたします。 

 当福祉センターほのぼの湯は、現在、子供

から高齢者まで幅広く多くの皆様にご利用い

ただいております。ここは、町にとって憩い

の場であり、人と人とが出会えるコミュニテ

ィ施設として町の重要な施設でもございます。 

 また、議員おっしゃるとおり、すばらしい

眺望を誇る自然の豊かさを実感できる場所で

もございます。 

 私は、福祉センターほのぼの湯建てかえ場

所は現在地と考えております。議員のおっし

ゃるとおり、建築規模や施設の内容につきま

してはこれから計画を策定してまいりたいと

考えております。 

 計画を策定するに当たりましては、議会の

皆様や町民の皆様とともに協議を重ねながら

進めてまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひ町民から喜ばれ

る施設になるよう取り組んでいただきたいと

思います。 

 ３つ目に、国民健康保険税についてお尋ね

をして回答いただいているところをご紹介さ

せていただきます。 

 退職者や自営業者などが加入している国民

健康保険税は、国庫の負担が削減され、利用

者にとって大きな負担となっています。国民

健康保険加入者への負担軽減のために、国民

健康保険税１万円減税が必要だと思いますが

いかがかの問いに対しまして、国民健康保険

は国民皆保険体制の最後のとりでとして大き

な役割を果たしています。国民健康保険運営

について、内灘町の国民健康保険の現状と課

題について広く町民の皆様にご理解をいただ

き、健康増進と医療費適正化に努め、財政基

盤の強化による国民健康保険運営の安定化を

図ることが不可欠と考えていますと回答され

ています。 

 現在でも大きな負担となっている国民健康

保険税、今回は所得割を7.1％から7.3％、均

等割を２万6,400円から２万7,600円に引き上

げるという議案が出されています。 

 最後のとりでである健康保険の役目を危う

くしていくことにつながりませんか、ご答弁

をお願いします。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 
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○町民福祉部長【北雅夫君】 国民健康保険

の役割について、それから現状認識について

お答えしたいと思います。 

 国民健康保険は議員ご指摘のとおり、我が

国の所得保障制度の根幹であります国民皆保

険制度の最後のとりででございます。地域住

民の健康増進、地域医療の確保などに大きく

貢献しております。 

 しかしながら、近年の急速な尐子・高齢化

の進展や医療技術の進歩による医療費の増加

などによりまして、国保の財政運営は全国的

にも非常に厳しい状況にあります。 

 こうした中で、町民の医療のセーフティネ

ットである国保を維持していくには、現状と

課題について広く町民の皆様にご理解いただ

きたいというのは共通の思いでございます。 

 また、財政基盤といいますのは歳出、医療

費の適正化と、それから国保財政を恒常的に、

継続的に健全に実施していくということが大

事だと思います。そういうことをご理解いた

だいた上で、国保会計を維持していきたいと

いうふうに考えております。 

 現在のところ、24年度改正をさせていただ

きましたが、そのことに対する被保険者の皆

様からは、その改正について、これはおかし

いんではないかというような恣意的な意見は

私どものほうにはいただいておりませんし、

それから国保の運営協議会の皆様のご意見で

もそういうこともございませんでした。 

 そういったことからも、これは必要な措置

であるというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 今回は特に均等割の

引き上げは子育て中の世帯には大きな負担を

かけることになりかねません。18歳未満の子

供には均等割をかけないというようなことを

すれば、これこそ県下ではどこもしていない、

他県ではやっておるところもありますけれど

も、ナンバーワンになることになるかと思い

ますが、本当に24年改正しても苦情はなかっ

たということですが、広報にしょっちゅう書

かれて、こうなりますと諦めというか、本当

に大変だけれども払わないとというところで

諦めているところがあるかと思いますが、今、

物価も高くなり、ガソリンとか灯油が高くな

り、消費税もということになるとますます生

活は苦しくなってくるということを考えます

と、やはりこの国民健康保険というのは退職

後の前期高齢者が加入すれば療養給付費も増

加するのは当たり前の現象でありまして、よ

くご存じかと思いますが、そういうことを考

えますと町民に優しい町政として一般財源か

ら繰り入れをふやすべきではないかと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 ただいまの一

般財源についてのご質問でございますね。 

 議員ご承知のとおり、内灘町におきまして

は平成23年度から国保財政の安定運営のため

に、健全化のために、そして被保険者の負担

軽減のために、法律で定められた以外の財政

支援策として既に一般会計の繰り入れをいた

だいております。これは今後も続けていただ

く予定ではございますが、ただし、これにつ

きましては国保会計の側でも自助努力、先ほ

ど申し上げました医療費の適正化に関する努

力や、それから被保険者の皆様のご理解のも

とに徐々に段階的に負担の急激な増を避けな

がらの改正が必要だというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 今の時代、被保険者

の人たちというお話もありましたが、本当に

若者たちも非正規雇用であったりして国民健

康保険のほうに入られる方も多くいるかと思

います。そして、退職後の方たちとか、不景

気の中の事業者の方たちということを考えれ
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ば、やがては皆さん来る道であります。 

 ということであれば、被保険者の人たちと

の理解というようなこともありますが、皆さ

んもそういう面で理解していただいて、一般

財源から繰り入れをしているということであ

りますが、他市町村なんかも見ましてももっ

と繰り入れをしているところもあります。 

 そういうことを考えますと、財政は大変厳

しいことも存じていますが、しかし、どこに

重きを置いて町政をしていくのかということ

を考えますと、本当に大変な人たちのところ

にもう尐し一般繰り入れをされてもいいので

はないかというふうに私は思っております。 

 再度お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 今後の健全な

財政運営につきましては、昨年度のこの場で

も申し上げたとおりでございますけれども、

本来、国保会計の健全化のためには税負担を

4,000万円改正することが必要だということ

でございましたが、負担軽減のためにそれは

計画的に、段階的にしようと。それと、一般

会計からの繰り入れをお願いをするというこ

とを、一般会計の側の努力と、それから国保

会計の側の努力を両輪で進めていくというこ

とをお答え申し上げたとおりでございます。 

 今後につきましては、この24年度、25年度

の改正の結果、それを見込みながらまた検討

してまいりたいというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 健康管理の面とかに

も力を入れられて、ぜひとも軽減につながる

ように願っております。 

 次に、安全・安心なまちづくりについて、

原発、危険な通学路、防災訓練の３点をお尋

ねしたいと思います。 

 まず、原発についてですが、２月16日の午

後２時から３時ごろにかけて放射能飛散調査

が実施されました。原発をなくす富山県連絡

会準備会が志賀町の北陸電力志賀原子力発電

所近くの文化ホールから、石川県の人も含め

て200個の風船を飛ばしました。風船には発見

した際の連絡先を記したカードをつけ、拾っ

た人に同会の事務局に電話かメールで連絡し

てもらうように呼びかけました。 

 風船は最初に16日、その日の午後６時半に

埼玉県秩父市で発見され、その後、東京、千

葉、長野で７個が発見され、最も遠いもので

は330キロ離れた千葉県の木更津市で見つか

ったと言われています。原発事故による放射

能汚染が非常に広範囲に及ぶことをわかりや

すく示されたよい事例だと思います。 

 志賀原発から40キロ、総合公園の展望台か

ら志賀原発を見ることができます。風向きに

よっては非常に早く、事故が起きれば放射能

汚染されるということになります。 

 志賀原発は廃炉にすべきと考えますが、原

発に対する町長の思いをお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問は、私のほうから答弁をいたします。 

 昨日、水口議員にもお答えをいたしました

が、国は福島原発の事故の教訓から、原子力

規制委員会を設置し、昨年10月には原子力災

害対策指針を策定いたしております。また、

原子力災害時において避難等の対策を実施す

る新たな重点区域の目安を示しました。 

 これを受けまして、石川県においても昨年

11月に原子力災害対策重点区域を決定し、原

子力防災計画の見直しが先般２月22日の県の

防災会議において示されたところでございま

す。 

 本町におきましては、このような国、県の

指針や計画の決定を踏まえるとともに、今後

もその動向を注視しながら、本町における原

子力防災への対応を検討してまいりたいとい

うふうに考えております。 
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 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 水口議員の答弁で昨

日お聞きいたしました。きょうは町長のほう

から答弁していただきたいと思っております。 

 事故が起きてからでは遅過ぎます。原発事

故の解明がまだできていない現在、安全とど

うして言えるのか。町民の命を守るという点

で、国、県の動向ではなく、町独自に町民を

守る施策が必要かと思いますが、町長として

は原発に対してどういう思いをお持ちなのか、

お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 原発に対する考

え方は事前に町長とも話をしております。 

 今、危険ということでお話がありました。

当然それにつきましては、今回の福島の事故

を踏まえて国民の誰もがそう感じていると思

います。 

 それで、この計画につきましては、やはり

国や県が専門家を集めてその指針や計画を示

しております。ただ、町独自で計画をつくる

場合にはやはり限界もありますので、そうい

った点につきましては県との協議をしていき

たいというふうに思っております。 

 また、先ほどいろんな風船を飛ばしての実

験のお話も聞きましたけれども、確かに大気

というものはかなり広がって拡散しますので、

そのプルームが流れてくるそういう情報につ

きましては、県のほうも30キロ圏を超えた自

治体にも流すというふうに申しておりますの

で、また昨年の県の原子力防災訓練におきま

しても実際に情報を町のほうでも受けており

ます。 

 そういった情報を踏まえて、町としてどう

いう避難をすればいいのか、あるいはヨウ素

剤を飲むタイミング、そんなものを検討して

まいりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 町長から答弁を伺い

たかったのですが、非常に残念です。 

 次に、通学路についてお尋ねしたいと思い

ます。 

 歩道のない通勤通学は冷や冷やすることが

大変多くあります。特に狭い路地や大通りに

通じる道路などでもスピードを出す車が多く

見られます。危険な通学路について、学校、

ＰＴＡ、警察の方々で通学路の危険箇所につ

いて調査し、順次解消していくことになって

いますが、進捗状況はどのようになっている

のでしょうか、お尋ねします。 

○議長【夷藤満君】 井上慎一都市建設課長。 

   〔都市建設課長 井上慎一君 登壇〕 

○都市建設課長【井上慎一君】 北川議員の

対策の進捗状況はということについてお答え

いたします。 

 通学路の危険・要注意箇所についての点検

及び対策については、学校関係者、道路管理

者及び警察と協議を行い方針を決定いたしま

した。 

 その対策として、とまれや注意などの路面

標示を設置する場所もありますし、各学校か

らの児童へ注意喚起を行うもの、また児童の

飛び出し注意看板の設置などがあり、３月末

までには指摘箇所の対策が完了する予定とな

ってございます。 

 今後も学校関係者や警察と点検を行いなが

ら、児童生徒の安全な通学路の確保に努めて

まいりたいと思いますので、ご理解願います。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ３月末で完了という

ことで、４月からまたぴかぴかの小学１年生

の子供たちが登校するということになってま

いりますので、それまでに完了ということで

ありますので、とてもうれしく思います。 

 子供の安全を地域住民と、また学校、保護

者、一緒になって守っていく必要があるかと

思います。今後も危険な箇所等があれば、即
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標示等で注意喚起を促したりして守っていっ

てほしいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 ３つ目の質問に移りたいと思います。 

 先ほども酒本議員のほうから防災関係で質

問があったかと思います。私のほうからも１

点だけ質問させていただきたいと思います。 

 津波ハザードマップが各家庭に配布されつ

つあると思います。住んでいるところが海抜

何メートルなのか、津波が来たときどこに逃

げたら安全なのか、家族で確認したり話し合

われているのではないでしょうか。 

 海抜表示板事業に200万の予算がついてお

ります。避難場所、学校、保育所周辺、また

電柱等110カ所予定しているというふうにな

っています。子供たちにもわかりやすいよう

に、また子供たちの意見も取り入れて、工夫

して海抜表示をしていただきたいなと思って

おりますが、どうでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 島田睦郎総務課長。 

   〔総務課長 島田睦郎君 登壇〕 

○総務課長【島田睦郎君】 ただいまご質問

に私のほうからお答えをさせていただきます。 

 今ご指摘のありましたように、本町では沿

岸部の海抜が低い地点の周辺や指定避難所な

どに海抜表示板を設置するため、今期定例会

にその予算を計上させていただいております。 

 町民の皆様にその場所の海抜が一目でわか

るような表示板を設置することで防災意識の

高揚を図るとともに、万が一のときに備えた

いというふうに考えております。 

 今後につきましては、具体的に設置場所、

色や形態など検討していきたいというふうに

考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 また、学校、保育所

等防災訓練時にも津波を想定し、どこへ逃げ

たらよいのか、そういう訓練が必要かと思い

ます。小さいときから体で覚えるように訓練

していくことは必要ではないでしょうか。 

 また、３月11日を震災、津波、原発を考え

る日として学習し、子供たちにも認識を持っ

てもらうというようなことにしたらどうか思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 島田総務課長。 

   〔総務課長 島田睦郎君 登壇〕 

○総務課長【島田睦郎君】 ただいまのご質

問でありますが、私のほうで町内の保育所、

それから学校等で災害に備えた避難訓練をそ

れぞれ定期的に実施しているというふうなこ

とを確認しております。 

 町のほうでは、今回作成しました津波ハザ

ードマップを町内保育所、保育園、幼稚園、

それから各小学校、中学校の先生方全員に配

付をさせていただきまして、所管する関係課

とも連携を図りながら、児童生徒に対する津

波防災への周知を図ってまいりたいというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 定期的に避難訓練等

をしているということですが、あるところで

は訓練を１階から２階に逃げて、それで津波

等の訓練を終わったというようなところもあ

るようにも聞いております。 

 そうしますと、実際に津波が来たというこ

とになると、保育士なり、また先生方なり、

児童、小学生を連れてどう避難していくかと

いう、実際にやってみないと本当にパニック

状態になってしまうかと思いますので、その

辺のところでもう尐し詳しくというか、入り

込んで訓練をしていくということが必要では

ないでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 島田総務課長。 

   〔総務課長 島田睦郎君 登壇〕 

○総務課長【島田睦郎君】 保育所や小学校

のほうで訓練を実施しているところでござい

ますが、これは津波に限らずさまざまな災害
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がありますので、それらさまざまな災害を想

定した訓練であります。 

 そうしたことを、先ほど申しましたとおり、

所管する町民生活課あるいは学校教育課等を

通じながら連携を図って周知、啓発に努めて

まいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 災害時といいますと

津波のみならずいろんなことが想定されるか

と思います。津波もそうですので、また問題

意識を持って、学校、保育所等、もう一度訓

練の仕方等を考えていただいたらいいなと思

います。 

 これで私の質問は終わります。 

○議長【夷藤満君】 これにて一般質問を終

了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。あす９日から18日まで

の10日間は、議案調査及び議案委員会審査の

ため休会といたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、あす９日から18日までの10日間は休

会とすることに決定いたしました。 

 なお、来る19日は午後２時から本会議を開

き、各常任委員長の報告を求め、質疑、討論

並びに採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 

           午前11時24分散会 
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